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第１部 調査概要 

１．調査の目的 

高石市次世代育成支援行動計画策定にあたり、子育て家庭の実態と子育て支援ニーズを

アンケート調査によって把握し、計画策定の基礎資料とするとともに、本市の子育て支援

に対する考えを聞き、今後の施策展開の参考にすることを目的として実施した。 

 

２．調査の設計 

 

（１）調査対象 

 

対  象 内   容 対象者数 

就学前児童 

住民基本台帳の中から無作為に抽出した、平成 20

年４月２日現在で０歳～５歳のお子さんのいる世

帯の保護者の方 

1,213 人

就学児童 

住民基本台帳の中から無作為に抽出した平成20年

４月２日現在で、６歳～11 歳のお子さんのいる世

帯の保護者の方 

1,209 人

 

（２）調査方法及び調査時期 

調査方法は郵送による配布、回収。 

調査時期は、平成 21 年２月５日から３月 11 日まで。 

 

３．回収状況 

 

調査の種類 配布数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童 1,213 725 59.8％ 

小学校児童 1,209 716 59.2％ 

 

４．報告書を読む上での注意事項 

 

（１）グラフ中の「Ｎ」はその項目における回答者を合計した実数値であり、比率算出の基数

となる。 

（２）比率については小数点以下第２位を四捨五入しているため、比率が 0.05 未満の場合に

は 0.0 で表している。また、この四捨五入のため各比率の合計が 100％に合致しない場

合がある。 

（３）複数回答を求めた質問では、回答者数を基数として比率算出を行っているため、比率計

は 100％を超える。 

（４）グラフ中の「不明」はその設問における無回答者および無効回答者の意味である。 

 （５）クロス集計の計は、クロス項目の不明を除いているため単純集計の計とは一致しない。
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第２部 調査結果 

Ⅰ 就学前児童 

 

１．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についておたずねします。 

 

問１ 封筒のあて名のお子さんの生年月をお伺いします。 

 

対象となる子どもの年齢階層別割合は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上い

らっしゃる場合、末子の年齢（平成２０年４月１日現在の年齢）を記入ください。 

 

あて名の子どもを含めた子どもの数は、「２人」と回答した人が49.1％で最も多い。子ど

もが２人以上いる場合の末子の年齢では、「１歳」が14.8％で最も多い。 

 

■子どもの数 
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■末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３．希望するお子さんの数は何人ですか。 

 

希望する子どもの数は、「２人」が最も多く、次が「３人」である。 
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問４．希望するお子さんの数が現在のお子さんの数より多い方にお伺いします。現在の家庭・教

育環境等においても、もう一人子どもを生み育てたいと思いますか。あてはまる答えの番号

に１つだけ○をつけてください。 

 

「生み育てたいと思う」と回答した人が24.3％で、「生み育てたいとは思わない」と回答

した人(18.9％)よりも多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４－１．どのような環境が整えばもう一人子どもを生み育てたいと思いますか。もっともあて

はまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

「経済的な環境が整えば生み育てたい」が67.9％と特に多いことから、家庭の経済状況が

子どもの数を規定する要因のひとつになっていることがわかる。 
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問５ 封筒のあて名のお子さんとの同居・近居（概ね３０分以内程度に行き来できる範囲）の状 

況についてお伺いします。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。あてはまる答えの番

号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

同居・近居の状況については、「父母同居」と回答した人が81.7％で最も多く、次に「祖

母近居」(48.3％)、「祖父近居」(41.1％)と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可） 

 

日頃、子どもを預かってもらえる人がいるかどうかをたずねたところ、「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる」と回答した人は59.4％で約６割であり、

「日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる」人は23.9％である。一方、「いずれもない」

と回答した人は12.1％である。 
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問６－１は、問６で「１．」または「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問６－１ 祖父母に預かってもらっている状況についてお伺いします。あてはまる答えの番号に 

○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのは「祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない」であり、次が「自

分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－２は、問６で「３．」または「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

問６－２ 友人や知人に預かってもらっている状況についてお伺いします。あてはまる答えの番 

号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのが「友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない」であり、

次が「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」である。 
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問７ 封筒のあて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答え

の番号に１つだけ○をつけてください。続柄はあて名のお子さんから見た関係です。 

 

身の回りの世話をしている人は、「主に母親」と回答した人が圧倒的に多く95.6％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ お住まいの地域の小学校区に１つだけ○をつけてください。 

 

住んでいる小学校区については、多い順に「高陽小学校」「取石小学校」「東羽衣小学校」

などとなっている。 
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２．封筒のあて名のお子さんの親御さんの就労状況についてお伺いします。 

 

問９ 現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。それぞれあてはまる答えの

番号に１つだけ○をつけてください。併せて、（  ）に数字の記入をお願いします。 

  ※帰宅時間が一定していない方は、主な帰宅時間を記入してください。 

 

（１）母親 

 

母親の就労状況については、「以前は就労していたが、現在は就労していない」と回答し

た人が最も多く49.2％とほぼ半数近くとなっている。一方、「就労している（パートタイム、

アルバイト等）」は16.8％、「就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まな

い）」は16.7％でほぼ同じ割合である。 

フルタイムで就労している人の１週当たりの平均の就労時間は、40時間以上45時間未満が

最も多い。また、就労の出発時間は８時台、帰宅時間は18時台が最も多い。 

平日以外の勤務については、土曜日は「ある」が、日曜・祝日は「ない」が多い。 

パートタイム、アルバイト等で就労している人の１週当たりの就労時間については、20時

間以上25時間未満が最も多い。また、就労の出発時間は８時～９時台、帰宅時間は16～17時

台が最も多い。 

パート、アルバイト等からフルタイムへの転換希望については、「希望はない」と回答し

た人が41.8％で最も多い。 
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■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

（平均就労時間：１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（出発時間）             （帰宅時間） 
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■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（土曜日勤務）          （日曜日、祝日勤務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等）（平均就労時間：１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（出発時間）                （帰宅時間） 
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■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（土曜日勤務）            （日曜日、祝日勤務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等）（フルタイムへの転換希望） 
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（２）父親 

 

父親の就労状況については、「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」

と回答した人が85.0％と大半を占めている。 

フルタイムで就労している人の１週当たりの平均の就労時間は、40時間以上50時間未満が

最も多い。また、就労の出発時間は６～７時台、帰宅時間は19時台が最も多い。 

パートタイム、アルバイト等で就労している人の１週当たりの就労時間は、20時間以上30

時間未満及び30時間以上40時間未満がともに25.0％で最も多い。また、就労の出発時間は６

時～７時台、帰宅時は19時台が最も多い。 

パート、アルバイト等からフルタイムへの転換希望については、「希望はない」と回答し

た人が半数で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

（平均就労時間：１週当たり） 
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■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（出発時間）              （帰宅時間） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（土曜日勤務）             （日曜日、祝日勤務） 
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0 20 40 60

0.0～1.9時

2.0～3.9時

4.0～5.9時

6.0～7.9時

8.0～9.9時

10.0～11.9時

12.0～13.9時

14.0～15.9時

16.0～17.9時

18.0時以上

不明

(％)

Ｎ=616

0.2

0.3

0.8

0.6

1.1

3.9

9.7

18.0

17.5

17.2

14.3

7.1

2.9

0.6

0.2

5.4

0 5 10 15 20

12.0～12.9時

13.0～13.9時

14.0～14.9時

15.0～15.9時

16.0～16.9時

17.0～17.9時

18.0～18.9時

19.0～19.9時

20.0～20.9時

21.0～21.9時

22.0～22.9時

23.0～23.9時

24.0～24.9時

25.0～25.9時

26.0時以上

不明

(％)

Ｎ=616

68.0

24.0

8.0

0 20 40 60 80

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=616

45.1

44.8

10.1

0 20 40 60

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=616
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■就労している（パートタイム、アルバイト等）（平均就労時間：１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（出発時間）              （帰宅時間） 

 

16.7

25.0

25.0

16.7

0.0

8.3

8.3

0 5 10 15 20 25 30

10.0～19.9時間

20.0～29.9時間

30.0～39.9時間

40.0～49.9時間

50.0～59.9時間

60.0時間以上

不明

(％)
Ｎ=12

58.3

8.3

16.7

8.3

0.0

8.3

0.0

0 20 40 60 80

6.0～7.9時間

8.0～9.9時間

10.0～11.9時間

12.0～13.9時間

14.0～15.9時間

16.0時間以上

不明

(％)
Ｎ=12

8.3

33.3

41.7

0.0

0.0

16.7

0.0

0 20 40 60

17.0～17.9時間

18.0～18.9時間

19.0～19.9時間

20.0～20.9時間

21.0～21.9時間

22.0時間以上

不明

(％)
Ｎ=12
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■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（土曜日勤務）            （日曜日、祝日勤務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等）（フルタイムへの転換希望） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.0

16.7

8.3

0 20 40 60 80

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=12

66.7

25.0

8.3

0 20 40 60 80

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=12

33.3

16.7

50.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60

希望がある

希望があるが予定はない

希望はない

不明

(％)
Ｎ=12
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問９－１は、問９の「（１）母親」で「４．」または「５．」を選ばれた方にお伺いします。 

問９－１ 母親の就労希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

問９の（１）母親で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで

に就労したことがない」と回答した人に就労希望についてたずねたところ、「有（１年より

先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」と回答した人が65.2％で特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－２及び問９－３は、問９－１で「１．」または「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問９－２ 就労希望の形態はどのようなものですか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ 

てください。（パート、アルバイトを希望の方は１週当たり日数及び１日当たり時間も記入 

してください。） 

 

問９－１で「有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）」「有（１年より先で、子ど

もがある程度大きくなったら就労したい）」と回答した人に就労希望の形態についてたずね

たところ、「パートタイム、アルバイト等による就労」と回答した人が85.5％で特に多い。 

「パートタイム、アルバイト等による就労」と回答した人の１週当たりの希望日数は、４

日が最も多く、１日当たりの希望時間は、「5.0～5.5 時間」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.4

65.2

16.0

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70

有（すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある）

有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら

就労したい）

無

不明

(％)
Ｎ=445

8.9

85.5

5.6

0 20 40 60 80 100

フルタイムによる就労

パートタイム・アルバイト等による就労

不明

(％)
Ｎ=372
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■１週当たり希望日数          ■１日当たり希望時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－３ 就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっともあてはまる答え 

の番号に１つだけ○をつけてください。 

 

問９－１で「有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）」「有（１年より先で、子ど

もがある程度大きくなったら就労したい）」と回答した人に就労希望がありながら、現在働

いていない理由をたずねたところ、「働きながら子育てできる適当な仕事がない」と回答し

た人が 42.7％で最も多い。また「その他」の内容では、「まだ子どもが小さいから」「育児に

専念したい」「妊娠中」といった内容が大半を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9

0.3

34.0

0.0

35.5

0.0

27.4

0.0

0.3

0.0

0.3

1.3

0 10 20 30 40

2.0～2.4日

2.5～2.9日

3.0～3.4日

3.5～3.9日

4.0～4.4日

4.5～4.9日

5.0～5.4日

5.5～5.9日

6.0～6.4日

6.5～6.9日

7.0日以上

不明

(％)

Ｎ=318

0.3

6.3

5.7

25.2

6.9

31.1

5.3

12.6

0.9

2.2

0.6

1.3

1.6

0 10 20 30 40

2.5～2.9時間

3.0～3.4時間

3.5～3.9時間

4.0～4.4時間

4.5～4.9時間

5.0～5.4時間

5.5～5.9時間

6.0～6.4時間

6.5～6.9時間

7.0～7.4時間

7.5～7.9時間

8.0時間以上

不明

(％)

Ｎ=318

42.7

9.9

4.8

1.3

0.8

36.0

4.3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

働きながら子育てできる適当な仕事がない

利用できる保育サービス（＊）がない

配偶者の育児・家事への協力が得られない

自分の知識、能力にあう仕事がない

働くことに家族や親族の理解が得られない

その他

不明

(％)
Ｎ=372
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問９－４は、問９－１で「２．」を選ばれた方にお伺いします。  

問９－４ 封筒のあて名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になったときに就労を希望さ

れますか。 

 

問９－１で「有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」と回答

した人に一番小さい子が何歳になったときに就労を希望するかたずねたところ、「６～７

歳」が最も多く29.0％、次が「４～５歳」(20.7％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の皆さんすべてにお伺いします。 

問１０ 封筒のあて名のお子さんの出産前後（前後それぞれ１年以内）に離職をしましたか。あ 

てはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

出産前後に離職をしたかどうかをたずねたところ、「出産１年以前にすでに働いていなか

った」と回答した人が43.4％で最も多く、「離職した」人は34.5％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.8

20.7

29.0

10.3

9.3

6.2

0.3

0.3

0.7

10.3

0 5 10 15 20 25 30 35

2～3歳

4～5歳

6～7歳

8～9歳

10～11歳

12～13歳

14～15歳

16～17歳

18歳以上

不明

(％)
Ｎ=290

34.5

19.2

43.4

2.9

0 10 20 30 40 50

離職した

継続的に働いていた（転職も含む）

出産１年以前にすでに働いていなかった

不明

(％)
Ｎ=725
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問１０－１ 《問１０で「１．」を選ばれた方にお伺いします。》 

仕事と家庭の両立を支援する環境が整っていたら、就労を継続しましたか。もっともあては 

まる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

最も多いのが「制度や環境に関係なく、自発的にやめた」(41.2％)であり、次が「職場に

おいて育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が整ってい

れば、継続して就労していた」(22.0％)であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．保育サービスの利用についてお伺いします。 

 

問１１はすべての方にお伺いします。 

問１１ 封筒のあて名のお子さんの現在の保育サービス（問９－３の定義参照）の利用の有無に

ついてお伺いします。日頃、定期的にお子さんを預けるサービスを利用していらっしゃいま

すか。当てはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

現在の保育サービスの利用の有無については、「利用していない」人が51.7％で「利用し

ている」人をやや上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.2

22.0

15.6

8.0

2.0

0.4

10.8

0.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

制度や環境に関係なく、自発的にやめた

職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、

働き続けやすい環境が整っていれば、継続して就労していた

保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続し

て就労していた

保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、継続して就労して

いた

配偶者の育児・家事への協力が得られれば、継続して就労していた

働くことに家族や親族の理解が得られれば、継続して就労していた

その他

不明

(％)

Ｎ=250

47.7

51.7

0.6

0 10 20 30 40 50 60

利用している

利用していない

不明

(％)
Ｎ=725
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問１１－１は、問１１で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１１－１ 封筒のあて名のお子さんは、現在、どのような保育サービスを利用していますか。

当てはまる答えの番号に○をつけてください。不定期に利用されるものも含めてお答えくだ

さい。（複数回答可） 

 

問１１で「利用している」と回答した人に利用している保育サービスをたずねたところ、

「認可保育所」が最も多く、51.4％、次が「幼稚園（通常の就園時間）」の43.4％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.4

43.4

7.5

2.9

1.2

1.2

1.2

0.3

0.0

0.0

2.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60

認可保育所

幼稚園（通常の就園時間）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間に加え、延長して預かる

サービス）

認可外保育施設

家庭的な保育

事業所内保育施設

ファミリーサポートセンター

認定こども園（幼稚園と保育所の機能がある施設）の保育所の

保育時間なみの利用

認定こども園（幼稚園と保育所の機能がある施設）の幼稚園教

育時間（概ね４時間）の保育の利用

ベビーシッター

その他

不明

(％)

Ｎ=346
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問１１－２～問１１－４は、問１１－１で「１．」～「８．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１１－２ 現在の保育サービスの利用状況についてお伺いします。１週当たり何日、１日当た

り何時間（何時から何時まで）保育サービス（延長保育なども含めます）を利用していらっ

しゃいますか。枠内に具体的な数字でお答えください。時間は、必ず９：００～１８：００

（例）のように２４時間制で記入ください。 

 

問１０－１で「認可保育所」「事業所内保育施設」「その他の保育施設」「幼稚園」のいず

れかを回答した人に利用状況をたずねたところ、１週当たりの利用日数は、「５日」が最も

多く73.5％を占めている。１日当たりの利用時間については、「8.0～8.9時間」が最も多い。 

また、開始時間は「９時台」が、終了時間は、「17時台」が最も多い。 

 

■１週当たり利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■１日当たり利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

0.6

0.9

1.8

0.9

0.3

73.5

17.1

0.6

4.4

0 20 40 60 80

0.0～0.9日

1.0～1.9日

2.0～2.9日

3.0～3.9日

4.0～4.9日

5.0～5.9日

6.0～6.9日

7.0日以上

不明

(％)
Ｎ=340

0.3

0.6

0.9

0.9

4.1

15.0

15.0

7.1

18.8

12.1

9.4

7.1

2.1

6.8

0 5 10 15 20

0.0～0.9時間

1.0～1.9時間

2.0～2.9時間

3.0～3.9時間

4.0～4.9時間

5.0～5.9時間

6.0～6.9時間

7.0～7.9時間

8.0～8.9時間

9.0～9.9時間

10.0～10.9時間

11.0～11.9時間

12.0時間以上

不明

(％)

Ｎ=340
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   ■１日当たり利用時間（開始時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１日当たり利用時間（終了時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

9.4

35.3

46.8

2.9

0.0

0.0

0.3

0.3

4.7

0 10 20 30 40 50

2.0～2.9時

3.0～3.9時

4.0～4.9時

5.0～5.9時

6.0～6.9時

7.0～7.9時

8.0～8.9時

9.0～9.9時

10.0～10.9時

11.0～11.9時

12.0～12.9時

13.0～13.9時

14.0時以上

不明

(％)

Ｎ=340

0.3

0.0

0.0

1.8

25.0

10.0

3.8

27.9

19.1

5.3

0.6

0.3

0.0

1.2

4.7

0 5 10 15 20 25 30

10.0～10.9時

11.0～11.9時

12.0～12.9時

13.0～13.9時

14.0～14.9時

15.0～15.9時

16.0～16.9時

17.0～17.9時

18.0～18.9時

19.0～19.9時

20.0～20.9時

21.0～21.9時

22.0～22.9時

23.0時以上

不明

(％)

Ｎ=340
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問１１－３ 利用されている理由についてお伺いします。もっともあてはまる答えの番号に１つ 

だけ○をつけてください。 

 

保育サービスを利用している理由では、「現在就労している」が最も多く、次が「１～５

までの事情ではないが、子どもの教育のためである」であり、子どもの教育が目的で幼稚園

等を利用している人も多いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１－４ あなたは、希望した時期に、希望した保育サービスを利用することができましたか。 

あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。また「２．」に○をつけた方は、ど

のように調整したか内容をお答えください。 

 

「利用できた」と回答した人が 77.9％で大半を占めている。一方。「利用できなかった」

と回答した人も 7.6％あった。 

54.1

34.1

2.1

1.5

1.2

0.3

2.6

4.1

0 10 20 30 40 50 60

現在就労している

１～５までの事情ではないが、子どもの教育のため

就労予定がある／求職中である

病気や障がいがある

家族・親族などを介護しなければならない

学生である

その他

不明

(％)

Ｎ=340

77.9

9.7

7.6

0.9

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

利用できた

調整して利用できた（育児休業を切り上げるなど）

利用できなかった

その他

不明

(％)
Ｎ=340



 24

問１１－５は、問１１で「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１１－５ 保育サービスを利用していない理由は何ですか。もっともあてはまる答えの番号に 

１つだけ○をつけてください。 

 

「（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）必要がない」が 62.4％で特に多

い。また、「子どもがまだ小さい（(  )歳くらいになったら預けようと考えている )」と回

答した人の預ける希望年齢は、最も多いのが「４～５歳」、次が「２～３歳」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■子ども預ける年齢 

 

 

62.4

10.4

6.9

6.1

2.4

1.6

1.6

0.0

4.8

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70

（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）必要がない

子どもがまだ小さい（　　歳くらいになったら預けようと考えている）

子どもの祖父母や親戚の人がみている

預けたいが、経済的な理由でサービスを利用できない

預けたいが、保育サービスに空きがない

預けたいが、場所や時間帯の条件が整わない

預けたいが、サービスの質など、納得できるサービスがない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

不明

(％)

Ｎ=375

2.6

43.6

46.2

2.6

2.6

2.6

0 10 20 30 40 50

0～1歳

2～3歳

4～5歳

6～7歳

8歳以上

不明

(％)
Ｎ=39
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保育サービスの利用希望について、すべての方にお伺いします。 

問１２ 封筒のあて名のお子さんに関して、今は利用していないが、できれば利用したい、ある 

いは、（利用日数・回数や利用時間が）足りていないと思う保育サービスはどれですか。あ 

てはまる答えの番号に○をつけてください。現在就労していないが、今後就労希望のある方 

は、就労した場合を想定してお答えください。（複数回答可） 

 

今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、（利用日数・回数や利用時間が）

足りていないと思う保育サービスとしては、「病児・病後児保育」が最も多く、次が「認可

保育所」「幼稚園の預かり保育」といった順である。「特にない」という人は 17.9％である。 
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問１２－１及び問１２－２は、問１２で「１．」～「９．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１２－１は選択されたサービスそれぞれについてお答えください。 

問１２－１ 今後の利用希望についてお伺いします。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時 

から何時まで）保育サービス(延長保育なども含めます）を希望しますか。枠内に具体的な 

数字でお答えください。時間は、必ず 9:00～18:00（例）のように２４時間制でご記入く 

ださい。 

 

（１）認可保育所 

認可保育所については、利用日数の希望は１週当たり５日、利用時間は８時間～10 時間未

満が最も多い。また、利用の開始時間は８～９時台、終了時間は 18～19 時台が多い。 

 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 
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■希望する利用開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■希望する利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家庭的な保育 

家庭的な保育については、利用日数の希望は１週当たり５日、利用時間は４時間～６時間

未満が最も多い。また、利用の開始時間は８～９時台、終了時間は 16～17 時台が多い。 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 
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■希望する利用時間（１日当たり） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■希望する利用終了時間 
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（３）事業所内保育施設 

事業所内保育施設については、利用日数の希望は１週当たり５日、利用時間は８時間～10

時間未満が最も多い。また、利用の開始時間は８～９時台、終了時間は 16～17 時台が多い。 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用時間（１日当たり） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3

0.0

3.4

14.9

58.6

11.5

8.0

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明

(％)
Ｎ=87

1.1

10.3

17.2

56.3

10.3

2.3

1.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60

2時間～4時間未満

4時間～6時間未満

6時間～8時間未満

8時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間～14時間未満

22時間～24時間

不明

(％)
Ｎ=87

3.4

88.5

5.7

1.1

0.0

0.0

0.0

1.1

0 20 40 60 80 100

6時～7時59分

8時～9時59分

10時～11時59分

12時～13時59分

14時～15時59分

16時～17時59分

18時～19時59分

不明

(％)
Ｎ=87



 30

 

  

■希望する利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）認可外保育施設 

認可外保育施設については、希望者は３名と少なく、利用日数の希望は１週当たり５日、

利用の開始時間は８～９時台が多い。 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用時間（１日当たり） 
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■希望する利用開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■希望する利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）認定こども園（幼稚園と保育所の機能がある施設）の幼稚園教育時間（概ね４時間）の保

育の利用） 

認定こども園の幼稚園教育時間については、利用日数の希望は１週当たり５日、利用時間

は４時間～６時間未満が最も多い。また、利用の開始時間は８～９時台、終了時間は 14～15

時台が多い。 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 
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■希望する利用時間（１日当たり） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■希望する利用終了時間 
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（６）認定こども園（保育所の保育時間なみの利用） 

認定こども園（保育所の保育時間なみの利用）については、利用日数の希望は１週当たり

５日、利用時間は８時間～10 時間未満が最も多い。また、利用の開始時間は８～９時台、終

了時間は 18～19 時台が多い。 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用時間（１日当たり） 
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■希望する利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）幼稚園（通常の就園時間） 

幼稚園（通常の就園時間）については、利用日数の希望は１週当たり５日、利用時間は６

時間～８時間未満が最も多い。また、利用の開始時間は８～９時台、終了時間は 14～15 時

台が多い。 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用時間（１日当たり） 
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■希望する利用開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■希望する利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）幼稚園の預かり保育 

幼稚園の預かり保育については、利用日数の希望は１週当たり５日、利用時間は２時間～

４時間未満及び８時間～10 時間未満が多い。また、利用の開始時間は８～９時台、終了時間

は 16～17 時台が多い。 

 

   ■希望する利用日数（１週当たり） 
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■希望する利用時間（１日当たり） 
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■希望する利用終了時間 
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（９）延長保育 

延長保育については、利用日数の希望は１週当たり５日が最も多いが、６日も比較的多い。

利用時間の希望は２時間～４時間未満が多い。利用の開始時間は８～９時台、終了時間は 20

～21 時台が多い。 

    

■希望する利用日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用時間（１日当たり） 
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■希望する利用終了時間 
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問１２－２ サービスを利用したいと考えている理由はどのようなことですか。もっともあては

まる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

問１２で「１．」～「９．」のいずれかを回答した人に、サービスを利用したいと考えてい

る理由についてたずねたところ、「そのうち就労したいと考えている」と回答した人が最も

多く、次が「現在就労している」(16.8％)、「就労していないが、子どもの教育などのため

に子どもを預けたい」(12.2％)といった順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３ 封筒のあて名のお子さんの土曜日と日曜日・祝日の保育について、すべての方に希望をお伺いし

ます。 

問１３ 封筒のあて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、保育サービスなど（就労、

介護などの恒常的な利用で一時的な利用は除きます）の利用希望がありますか。あてはまる

答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

※保育サービスなどとは、保育所、幼稚園、認可外保育施設などの保育サービスを指し、親

族・知人による預かりは含みません。 

 

土曜日と日曜日・祝日の保育サービスなどの利用については、「利用希望はない」と回答

した人が 64.4％と半数以上である。 

利用を希望する人の希望開始時間は８～９時台、希望終了時間は16～17時台が最も多い。 
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■毎週利用希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■毎週利用希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■毎月利用希望開始時間 
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■毎月利用希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．封筒のあて名のお子さんの病児・病後児保育についてお伺いします。 

 

問１４ 保育サービスを利用している保護者の方にお伺いします。この１年間に、あて名のお子

さんが病気やケガで通常の保育サービス（問９－３の定義参照）が利用できなかったことは

ありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

現在、保育サービスを利用している人のうち、この１年間に子どもが病気やケガで通常の

保育サービスを利用できなかった人は、72.5％である。 
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問１４－１は、問１４で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１４－１ この１年間に、お子さんが病気やケガで通常の保育サービスが利用できなかった場

合の対処方法とそれぞれの日数は概ね何日ですか。あてはまる答えの番号に○をつけ、

それぞれの日数を記入してください。（半日程度についても１日としてカウントしてく

だい）（複数回答可） 

 

問１４で通常の保育サービスが利用できなかったことがあったと回答した人にその際の

対処方法をたずねたところ、「母親が休んだ」と回答した人が最も多く、次いで「（同居者を

含む）友人・知人に預けた」(29.7％)、「就労していない保護者がみた」(28.2％)と続いて

いる。 

休んだ日数及び預けた日数は、いずれも「１～４日」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■父親が休んだ日数 
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■母親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（同居者を含む）親族・知人に預けた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労していない保護者に預けた日数 
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■病児・病後児の保育サービスを利用した日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ベビーシッターなどを頼んだ日数 

該当なし  

 

■ファミリーサポートセンターにお願いした日数 

該当なし 

 

■仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の日数 
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問１４－２は、問１４－１で「１．」「２．」「３．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１４－２ その際、できれば病児・病後児保育サービスなどを利用したいと思われた日数はど 

れくらいありますか。枠内に日数を記入してください。 

 

問１４－１で「父親が休んだ」「母親が休んだ」「（同居者を含む）親族・知人に預けた」

のいずれかを回答した人に、できれば施設に預けたいと思った日数をたずねたところ、「１

～４日」と回答した人が42.7％で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４－３は、問１４－２で「できれば病児・病後児保育サービスなどを利用したい」日数を１日以上と

記入された方にお伺いします。 

問１４－３ その際、病児・病後児保育サービスを利用されなかった理由はどのようなことです

か。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

病児・病後児保育サービスを利用しなかった理由としては、「知らない」、「身近にない」

が半数以上であり、サービスの認知度の向上等が課題と言える。 
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５．すべての方に、封筒のあて名のお子さんの一時預かりのことについてお伺いします。 

 

問１５ この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目

的、冠婚葬祭や子どもの親の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時

的に預けたことはありましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけて日数を記入し

てください。（半日程度についても１日としてカウントしてください） 

 

この１年間に私用等や就労のため子どもを誰かに一時的に預けたことについては、「ある」

人は32.6％とほぼ３人に１人の割合である。 

１年間に預けた日数については、「１～４日」が最も多い。 

理由別では、私用、リフレッシュ目的が多く、日数は「１～４日」が最も多い。 
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①私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②冠婚葬祭、子どもの親の病気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③就労 
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問１５－１ 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やし

たいと思いますか。希望がある方は枠内に数字をご記入ください。 

 

増やしたい日数では、月に「２～３日くらい」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．すべての方に、封筒のあて名のお子さんの宿泊を伴う一時預かりのことについてお伺いしま

す。 

 

問１６ この１年間に、保護者の用事などにより、お子さんを泊まりがけで預けなければならな

いことはありましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

この１年間に、保護者の用事などにより、子どもを泊まりがけで預けなければならないこ

とが「あった」人は20.6％、およそ５人に１人の割合であった。 
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問１６－１は、問１６で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１６－１ この１年間の対処方法とそれぞれの泊数は概ね何日ですか。あてはまる答えの番号

に○をつけ、それぞれの日数を記入してください。（複数回答可） 

 

問１６で「あった」と回答した人にその際の対処方法をたずねたところ、「（同居者を含

む）親族・知人に預けた」と回答した人が圧倒的に多く90.6％であった。また、（同居者を

含む）親族・知人に預けた泊数は「１～４泊」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■（同居者を含む）親族、知人に預けた泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■一時預かりサービスを利用した泊数 
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   ■仕方なく子どもも同行させた泊数 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 ■仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

該当なし 

 

   ■その他の泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６－２は、問１６－１で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１６－２ その場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。 

 

問１６－１で「（同居者を含む）親族・知人に預けた」と回答した人にその場合の困難度

をたずねたところ、「特に困難ではない」と回答した人が半数を上回っているが、「非常に困

難」「どちらかというと困難」と回答した人を合わせると45.9％であり、困難さを感じた人

も多いことがわかる。 
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７．来年度就学予定の児童の保護者の方にお伺いします。 

 

問１７ 封筒のあて名のお子さんの小学校入学以降の放課後の過ごし方について、放課後児童ク

ラブを利用したいと思いますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

【放課後児童クラブ…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭

にいない場合などに、指導員の下、子ども（おおむね１０歳未満）の生活の場を提供するものです。】 

 

放課後児童クラフの利用希望をみると、「利用したい」と「利用予定はない」が同じ割合

であった。また、利用希望者の希望利用日数は週当たり「５日」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■希望利用日数（週当たり） 
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８．ベビーシッターを利用していらっしゃる方にお伺いします。 

 

問１８ どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可） 

 

ベビーシッターを利用している人は４人であり、利用目的は、「保育施設等の利用で足り

ない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）」「祖父母や近所の人・友人等に預かっても

らえないときに利用している」などであった。 

 

 

問１８－１ どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。 

 

１月あたりの利用日数は、「１日」が２人、「８日」が１人であった。また、１回あたり利

用時間は、「２時間」が１人、「４時間」が１人、「５時間」が１人であった。 

 

 

 

９．すべての方に、ファミリーサポートセンターの利用についてお伺いします。 

 

問１９ ファミリーサポートセンターを利用していますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○

をつけてください。 

 

ファミリーサポートセンターを「利用している」人は1.4％(10人)と少なく、「利用してい

ない」人が圧倒的に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4

92.1

6.5

0 20 40 60 80 100

利用している

利用していない

不明

(％)
Ｎ=725
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問１９－１～問１９－３は、問１９で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１９－１ どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる答えの番号に○をつけ

てください。（複数回答可） 

 

問１９でファミリーサポートセンターを「利用している」と回答した人にその目的をたず

ねたところ、「祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用した」と回答し

た人が最も多く、次が「保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用した（朝・夕等）」

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.0

30.0

10.0

10.0

0.0

0.0

10.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに

利用した

保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用した

（朝・夕等）

主たる保育サービスとして利用した

保育施設等の送り迎えに利用した

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用した

親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

その他

不明

(％)

Ｎ=10
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問１９－２ どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。 

 

ファミリーサポートセンターを利用している人に利用頻度についてたずねたところ、１月

あたり「１～２日未満」と回答した人が最も多く、１回あたりの利用時間は、「３～４時間

未満」と回答した人が最も多い。 

 

  ■１月あたり利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■１回あたり利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0

10.0

0.0

0.0

10.0

40.0

0 10 20 30 40 50

1.0～1.9日

2.0～2.9日

3.0～3.9日

4.0～4.9日

5.0日以上

不明

(％)
Ｎ=10

10.0

0.0

50.0

10.0

30.0

0 10 20 30 40 50 60

1.0～1.9時間程度

2.0～2.9時間程度

3.0～3.9時間程度

4.0時間程度以上

不明

(％)
Ｎ=10
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問１９－３ 利用日数・回数を増やしたいと思いますか。希望がある場合は枠内に数字をご記入

ください。 

 

ファミリーサポートセンターを利用している人に利用日数・回数を増やしたいかどうかを

たずねたところ、10人中２人が増やしたいと回答した。 

 

■１月あたり利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１回あたり利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0

0.0

10.0

80.0

0 20 40 60 80 100

1日くらい

2日くらい

3日くらい以上

不明

(％)
Ｎ=10

10.0

10.0

80.0

0 20 40 60 80 100

2時間くらい

3時間くらい以上

不明

(％)
Ｎ=10
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問１９－４は、問１９で「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１９－４ 今は利用していないが、できれば利用したい方は、枠内に数字をご記入ください。 

 

問１９でファミリーサポートセンターを「利用していない」と回答した人に今後の利用希

望をたずねたところ、１割以上の人が利用を希望している。 

 

■１月あたり利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１回あたり利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.7

5.5

3.3

0.6

0.3

0.4

0.0

0.6

0.0

0.0

0.3

83.3

0 20 40 60 80 100

1日くらい

2～3日くらい

4～5日くらい

6～7日くらい

8～9日くらい

10～11日くらい

12～13日くらい

14～15日くらい

16～17日くらい

18～19日くらい

20日くらい以上

不明

(％)

Ｎ=668

0.9

0.9

2.5

4.2

2.1

1.8

1.9

0.3

1.0

0.0

0.0

0.0

0.1

84.1

0 20 40 60 80 100

1時間未満

1時間～2時間未満

2時間～3時間未満

3時間～4時間未満

4時間～5時間未満

5時間～6時間未満

6時間～7時間未満

7時間～8時間未満

8時間～9時間未満

9時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間～13時間未満

不明

(％)

Ｎ=668
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１０．すべての方にお伺いします。 

 

問２０ 封筒のあて名のお子さんは、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごした

り、相談をしたり、情報提供を受けたりする場で、つどいのひろば、子育て支援センター等

と呼ばれています）を利用していますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ、おお

よその利用回数（頻度）をご記入ください。 

 

地域子育て支援拠点事業を利用している人は14.6％であり、１週当たりの利用回数は「１

回」が66.0％で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■地域子育て支援拠点事業１週当たり回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他当該自治体で実施している同様の事業１週当たり回数 

 

 

 

 

 

14.6

0.7

83.2

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ご

したり、相談をする場）を利用している

その他当該自治体で実施している同様の事業を

利用している

利用していない

不明

(％)
Ｎ=725

66.0

15.1

6.6

0.9

11.3

0 10 20 30 40 50 60 70

1回

2回

3回

4回以上

不明

(％)
Ｎ=106

80.0

0.0

20.0

0 20 40 60 80 100

0～9回

10回以上

不明

(％)
Ｎ=5
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問２０－１ 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと

思いますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ、希望がある方は枠内に数字をご記

入ください。 

 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用や利用日数の増加の希望を希望する人は18.9％で

あり、利用している割合(14.6％)よりも4.3ポイント多い。希望する１週当たりの利用回数

は、「１回」が最も多く55.5％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■地域子育て支援拠点事業１週当たり希望回数 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

■その他当該自治体で実施している同様の事業１週当たり希望回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.9

1.4

69.9

9.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

地域子育て支援拠点事業

その他当該自治体で実施している同様の事業

特にない

不明

(％)
Ｎ=725

55.5

24.1

5.8

2.2

3.6

0.0

0.7

8.0

0 10 20 30 40 50 60

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回以上

不明

(％)
Ｎ=137

70.0

10.0

0.0

0.0

10.0

10.0

0 20 40 60 80

1回

2回

3回

4回

5回以上

不明

(％)
Ｎ=10
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問２０－２は、問２０で「３．」を選ばれた方にお伺いします。 

問２０－２ 現在利用していない理由はどのようなことですか。もっともあてはまる答えの番号

に１つだけ○をつけてください。 

 

問２０で地域子育て支援拠点事業を「利用していない」と回答した人にその理由をたずね

たところ、「特に理由はない」と回答した人が33.5％で最も多い。具体的な理由の中では「時

間がない」が17.2％で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.2

9.6

7.8

5.0

4.0

1.3

1.2

11.4

33.5

9.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

時間がない

サービスの利用方法（手続き等）や開催場所がわから

ない

地域のサービスの利便性（立地・開催時間・日数等）が

悪く利用しづらい

利用したいサービスが地域にない

自分がサービスの対象者になるのかどうかわからない

利用料がかかる

地域のサービスの質に不安がある

その他

特に理由はない

不明

(％)

Ｎ=603
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子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。 

問２１ 下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、

利用したいと思いますか。サービスごとに、「１．はい」、「２．いいえ」のどちらかに○を

つけてください。 

 

子育て支援サービスの認知度をみると、「保育所や幼稚園の園庭等の開放」や「母親学級、

両親学級、育児学級」などは認知度が高い。一方、「子育て短期支援事業」は他のサービス

と比べて、特に認知度が低い。 

サービスの利用経験については、認知度の高い「保育所や幼稚園の園庭等の開放」や「母

親学級、両親学級、育児学級」は利用した人も多い。 

今後のサービスの利用希望については、「保健センターの情報・相談サービス」や「保育

所や幼稚園の園庭等の開放」、「自治体が発行する子育て支援情報誌」などが多い。 

 

Ａ．知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.0

75.3

27.3

88.8

39.4

53.2

35.2

31.3

13.7

47.4

39.4

14.5

21.9

68.3

9.1

56.6

43.0

60.6

64.4

81.9

49.2

56.6

2.5

2.8

4.4

2.1

4.0

3.7

4.3

4.3

4.4

3.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親学級、両親学級、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

家庭教育に関する学級・講座

保育所や幼稚園の園庭等の開放

児童館・青少年会館（センター）

子育ての総合相談窓口

自治体が発行する子育て支援情報誌

育児支援家庭訪問事業

子育て短期支援事業

地域子育て支援センター事業

ファミリーサポートセンター事業

はい いいえ 不明

Ｎ=725
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Ｂ．これまでに利用したことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．今後利用したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.7

38.1

5.2

60.6

15.0

8.6

18.1

5.9

0.4

19.0

2.3

48.3

57.7

89.5

36.1

80.0

86.3

76.7

88.7

94.5

76.7

92.6

4.0

4.3

5.2

3.3

5.0

5.1

5.2

5.4

5.1

4.3

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親学級、両親学級、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

家庭教育に関する学級・講座

保育所や幼稚園の園庭等の開放

児童館・青少年会館（センター）

子育ての総合相談窓口

自治体が発行する子育て支援情報誌

育児支援家庭訪問事業

子育て短期支援事業

地域子育て支援センター事業

ファミリーサポートセンター事業

はい いいえ 不明

Ｎ=725

33.8

56.7

39.4

56.3

52.3

45.9

53.5

17.9

21.5

45.0

34.2

59.4

36.4

53.5

37.8

40.8

46.9

39.7

74.3

70.8

47.6

58.3

6.8

6.9

7.0

5.9

6.9

7.2

6.8

7.7

7.7

7.4

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親学級、両親学級、育児学級

保健センターの情報・相談サービス

家庭教育に関する学級・講座

保育所や幼稚園の園庭等の開放

児童館・青少年会館（センター）

子育ての総合相談窓口

自治体が発行する子育て支援情報誌

育児支援家庭訪問事業

子育て短期支援事業

地域子育て支援センター事業

ファミリーサポートセンター事業

はい いいえ 不明

Ｎ=725
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問２１－１ 問２１の子育て支援サービスの情報は、入手しやすいと感じますか。あてはまる答

えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

子育て支援サービスの情報については、「入手しやすい」と回答した人は8.7％と大変少な

く、「入手しにくい」と回答した人が43.3％にのぼっており、今後の課題といえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て全般についてお伺いします。 

問２２ あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛

いと感じることが多いと思いますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

子育ての楽しさについては、「楽しいと感じることの方が多い」と回答した人が最も多く、

約６割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.7

43.3

46.3

1.7

0 10 20 30 40 50

入手しやすい

入手しにくい

どちらともいえない

不明

(％)
Ｎ=725

60.7

31.3

3.6

3.2

0.6

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

楽しいと感じることの方が多い

楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい

辛いと感じることの方が多い

わからない

その他

不明

(％)
Ｎ=725
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問２２－１は、問２２で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問２２－１ 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。あてはまる答

えの番号に３つまで○をつけてください。（３つまで回答可） 

 

子育てをする中で、有効と思われる支援・対策としては、「子育てしやすい住居・まちの

環境面での充実」が最も多く、次に「子どもを対象にした犯罪・事故の軽減」「子どもの教

育環境」と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２２－２及び問２２－３は、問２２で「２．」「３．」を選ばれた方にお伺いします。 

問２２－２ あなたが日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。それぞれあては 

まる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

（１）子どもに関すること 

 

日常悩んでいること、あるいは気になることとしては、「子どもの教育に関すること」が

最も多く、次が「子どもとの接し方に自信が持てないこと」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.9

42.3

36.8

31.8

29.8

28.6

25.0

25.0

11.6

6.1

1.4

3.9

1.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

子どもの教育環境

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）

地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など）

保育サービスの充実

健やかな妊娠・出産に対する支援

子育て支援のネットワークづくり

援護を要する子どもに対する支援

訪問型の支援サービスの充実

その他

不明

(％)

Ｎ=440

43.5

38.7

36.8

35.2

34.4

22.9

12.6

2.0

5.9

2.8

0 10 20 30 40 50

子どもの教育に関すること

子どもとの接し方に自信が持てないこと

食事や栄養に関すること

病気や発育発達に関すること

子どもの友達づきあいに関すること

子どもと過ごす時間が十分取れないこと

育児のことがよくわからないこと

子どもの登所登園拒否や不登校など

その他

不明

(％)

Ｎ=253
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（２）あなたに関すること 

 

自分自身については、最も多いのが「子育てのストレス等から子どもにきつくあたってし

まうこと」であり、次が「仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと」

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.7

52.6

36.0

28.5

24.1

18.6

15.8

13.8

11.1

9.9

9.1

6.7

3.6

0 20 40 60

子育てのストレス等から子どもにきつくあたってしまうこと

仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れ

ないこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てにかかる出費がかさむこと

子育てに関して配偶者の協力が少ないこと

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

住居が狭いこと

配偶者と子育てに関して意見が合わないこと

自分の子育てについて親族、近隣の人、職場など周りの

見る目が気になること

子育てが大変なことを親族、近隣の人、職場など周りの

人が理解してくれないこと

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと

その他

不明

(％)
Ｎ=253
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問２２－３ あなたにとって子育ての辛さを解消するために必要な支援・対策は何ですか。あて

はまる答えの番号に３つまで○をつけてください。（３つまで回答可） 

 

子育ての辛さを解消するために必要な支援・対策としては、最も多いのが「仕事と家庭生

活の両立ができる労働環境の整備」であり、次に「地域における子育て支援の充実（一時預

かり、育児相談など）」「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」と続く。 

 

 

42.7

38.3

34.8

29.6

24.5

24.1

20.2

10.7

10.3

9.9

4.7

4.3

3.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

保育サービスの充実

子どもの教育環境

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など）

子育て支援のネットワークづくり

援護を要する子どもに対する支援

健やかな妊娠・出産に対する支援

訪問型の支援サービスの充実

その他

不明

(％)

Ｎ=253
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すべての方にお伺いします。 

問２３ 子育てについて、誰に相談していますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。

（複数回答可） 

 

子育ての相談相手としては、最も多いのが「親や家族」であり、次が「近所の人、友人・

知人」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２４ あなたは、子育てサークルなど自主的な活動に参加していますか。あてはまる答えの番

号に１つだけ○をつけてください。 

 

子育てサークルなど自主的な活動については、「現在参加している」人は 11.6％であり、

半数以上の人が「現在参加しておらず今後も参加するつもりはない」と回答している。 

89.7

72.8

29.2

24.6

6.2

4.0

0.8

0.4

1.0

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

親や家族

近所の人、友人・知人

保育所や幼稚園

自ら育児書、インターネットを調べる

行政機関（市町村役場、保健所、保健センターなど）の

相談窓口（育児相談など）

子育てのための施設

相談相手がいない

相談すべきことはない

その他

不明

(％)

Ｎ=725

11.6

33.9

52.8

1.7

0 10 20 30 40 50 60

現在参加している

現在参加していないが今後機会

があれば参加したい

現在参加しておらず今後も参加

するつもりはない

不明

(％)
Ｎ=725
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問２４－１は、問２４で「１．」「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問２４－１ 自主活動をするにあたり、行政に行って欲しい支援は何ですか。あてはまる答えの

番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのは「活動場所の提供」であり、次が「情報発信やＰＲ等への支援」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての方にお伺いします。 

問２５ あなたにとって、子育てが地域の人に（もしくは社会で）支えられていると感じますか。

あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

「感じる」と回答した人と「感じない」と回答した人がほぼ同じ割合であった。 

 

 

50.0

34.8

28.5

23.0

22.4

2.7

9.4

2.7

0 10 20 30 40 50 60

活動場所の提供

情報発信やＰＲ等への支援

活動資金助成

活動時間中の保育サービス

活動への保育に関する専門家からのアドバイス

その他

特になし

不明

(％)

Ｎ=330

48.4

49.4

2.2

0 10 20 30 40 50 60

感じる

感じない

不明

(％)
Ｎ=725
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１１．子どもの健康についてお伺いします。 

 

問２６ 封筒のあて名のお子さんについて、かかりつけの医師はいますか。あてはまる答えの番

号に１つだけ○をつけてください。 

 

かかりつけの医師の有無については、「いる」と回答した人が 71.6％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７ お子さんがけがや急病のとき、誰に相談していますか。あてはまる答えの番号に○をつ

けてください。（複数回答可） 

 

子どもがけがや急病のときの相談相手では、「家族」が最も多く、次が「医師」である。 

 

 

71.6

8.1

18.9

1.4

0 20 40 60 80

いる

いない

どちらともいえない

不明

(％)
Ｎ=725

81.0

66.2

32.6

28.7

26.6

16.7

11.6

3.2

1.1

1.2

0.6

0 30 60 90

家族

医師

友人・知人

親類等

自ら家庭の医学書、インターネットを調べる

消防署や小児救急電話相談

近隣の人等

行政機関（市町村役場、保健所、保健センター

など）の相談窓口

相談相手がいない

その他

不明

(％)

Ｎ=725
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問２８ お子さんがけがや急病のとき、すぐ診てくれる医療機関が見つからず困ったことがあり

ますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

お子さんがけがや急病のときに医療機関が見つからず困ったことがあった人は 36.8％で

あり、小児救急体制の整備が課題と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８－１は、問２８で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問２８－１ 困ったのはいつですか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答 

可） 

 

最も多いのが「休日（夜間）」であり、次が「平日（夜間）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.8

62.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70

困ったことがある

困ったことはない

不明

(％)
Ｎ=725

10.9

58.8

34.1

74.2

4.5

0.0

0 20 40 60 80

平日（昼間）

平日（夜間）

休日（昼間）

休日（夜間）

その他

不明

(％)
Ｎ=267
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１２．離乳食を終えられたお子さんの保護者の方に、子どもの食生活についてお伺いします。 

 

問２９ 封筒のあて名のお子さんについて、それぞれあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。 

 

子どもの食生活については、朝ご飯を毎日食べる子どもは 87.9％、野菜が嫌いな子どもは

「どちらかと言えば嫌い」と「嫌い」を合わせると 32.4％である。 

 

Ａ．朝ごはんを食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．野菜は好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．野菜は、朝食・昼食・夕食のうち１日何回食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

87.9

5.4

1.1

1.0

4.7

0 20 40 60 80 100

毎日食べる

食べる日のほうが多い

食べない日のほうが多い

ほとんど食べない

不明

(％)
Ｎ=725

32.1

30.3

27.2

5.2

5.1

0 5 10 15 20 25 30 35

好き

どちらかといえば好き

どちらかといえば嫌い

嫌い

不明

(％)
Ｎ=725

19.7

72.3

3.0

5.0

0 20 40 60 80

３回

１～２回

ほとんど食べない

不明

(％)
Ｎ=725
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Ｄ．果物は食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．１日１回は家族と一緒に食事をしますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９－１ 決まった時間に食事するなど、お子さんは、健康的な食習慣を身につけていると感

じますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

子どもが健康的な食習慣を身につけていると「感じる」人は 73.7％と多いが、「感じない」

と回答した人も 7.9％あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.4

35.3

25.7

4.8

4.8

0 10 20 30 40

毎日食べる

食べる日のほうが多い

食べない日のほうが多い

ほとんど食べない

不明

(％)
Ｎ=725

93.4

1.7

5.0

0 20 40 60 80 100

する

しない

不明

(％)
Ｎ=725

73.7

7.9

13.4

5.1

0 20 40 60 80

感じる

感じない

わからない

不明

(％)
Ｎ=725
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１３．子育てを支援する生活環境の整備についてお伺いします。 

 

問３０ 封筒のあて名のお子さんと外出する際、困ること、困ったことはありますか。あてはま

る答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

多い順に「交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない」、「買い物や用事等

の合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がない」「歩道の段差などがベビーカーや自動車

での通行の妨げになっている」などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.6

37.1

35.9

33.8

31.9

30.9

29.5

24.3

20.4

9.1

8.7

4.8

0.8

0 10 20 30 40

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されてい

ない

買い物や用事等の合間の気分転換に子どもを遊ばせる

場所がない

歩道の段差などがベビーカーや自動車での通行の妨げ

になっている

緑や広い歩道が少ないなどまちなみにゆとりとうるおい

がない

小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない

自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない
道路が多いので心配

授乳する場所や必要な設備がない

荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸し

てくれる人が少ない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る

特にない

その他

不明

(％)

Ｎ=725
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問３１ お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。あてはまる答えの 

番号に１つだけ○をつけてください。 

 

子どもの遊び場に関して「満足していない」と回答した人が 47.7％であり、「満足してい

る」と回答した人のおよそ２倍となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３２ お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。あてはまる答

えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのが「雨の日に遊べる場所がない」、次が「遊具などの種類が充実していない」

である。 

 

 

23.4

47.7

25.8

2.2

0.8

0 10 20 30 40 50 60

満足している

満足していない

どちらとも思わない

わからない

不明

(％)
Ｎ=725

64.8

41.7

41.2

35.4

33.1

28.1

25.9

21.9

19.0

18.6

13.5

13.4

5.5

6.9

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70

雨の日に遊べる場所がない

遊具などの種類が充実していない

公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮

されていない

不衛生である

緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない

近くに遊び場がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊び場周辺の道路が危険である

遊具などの設備が古くて危険である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない

その他

特に感じることはない

不明

(％)
Ｎ=725
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１４．子どもの安全の確保についてお伺いします。 

 

子どもの安全を確保するための取組やサービスの認知度等についてお伺いします。 

問３３ 下記の取組やサービスを知っていたり、これまでに協力したことはありますか。また、

今後、協力したいと思いますか。サービスごとに、「１．はい」、「２．いいえ」のどちらか

に○をつけてください。 

 

認知度では「子どもの安全見まもり隊事業」及び「 こども１１０番事業」が高い。今後の

協力については、「青色回転灯パトロール事業」以外は半数を超えている。 

 

Ａ．知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．これまでに協力したことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．今後協力したい 

 

22.2

77.7

68.0

37.9

74.3

20.1

29.8

59.0

3.4

2.2

2.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青色回転灯パトロール事業

子どもの安全見まもり隊事業

こども１１０番事業

小学校防犯システム事業

はい いいえ 不明

Ｎ=725

0.3

14.3

3.2

5.8

96.1

82.5

93.1

90.8

3.6

3.2

3.7

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青色回転灯パトロール事業

子どもの安全見まもり隊事業

こども１１０番事業

小学校防犯システム事業

はい いいえ 不明

Ｎ=725

25.4

68.4

55.7

50.6

65.1

25.8

36.8

41.1

9.5

5.8

7.4

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青色回転灯パトロール事業

子どもの安全見まもり隊事業

こども１１０番事業

小学校防犯システム事業

はい いいえ 不明

Ｎ=725
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問３４ お住まいの地域で、子どもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じますか。あ

てはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

増加していると「感じる」人は 38.1％であり、「感じない」と回答した人(10.8％)の３倍

以上である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）についてお伺いします。 

 

問３５ 「仕事と生活の調和」、あるいは「ワーク・ライフ・バランス」という言葉について、

これまで知っていましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

「仕事と生活の調和」または「ワーク・ライフ・バランス」という言葉の認知度では、「知

らない」と回答した人が 70％以上であり、認知度が低いことがわかる。 

 

 

38.1

10.8

23.6

26.1

1.5

0 10 20 30 40 50

感じる

感じない

どちらでもない

わからない

不明

(％)
Ｎ=725

3.0

7.3

17.4

70.1

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

言葉を知っており内容も詳しく知っている

言葉を知っており内容も少しは知っている

言葉を聞いたことはあるが内容はよく知らない

知らない

不明

(％)
Ｎ=725
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問３６ １日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。（１週間の平均的な時間

をお答えください。）また、その時間は十分だと思いますか。それぞれあてはまる答えの番

号に１つだけ○をつけてください。 

 

（１）母親 

 

母親が１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間は、「24 時間」が最も多く、次が「4.0～5.9

時間」である。また、一緒に過ごす時間については「十分だと思う」人が半数以上である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.7

18.1

11.7

7.9

2.2

7.4

0 10 20 30 40 50 60

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

不明

(％)
Ｎ=725
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18.0～19.9時間

20.0～21.9時間

22.0～23.9時間

24.0時間

不明

(％)

Ｎ=725
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（２）父親 

 

父親が１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間は、「2.0～3.9 時間」が最も多い。また、

一緒に過ごす時間については「不十分だと思う」人が 30.8％と最も多く、「あまり十分だと

思わない」人と合わせると 51.9％、約半数が不十分と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.7

22.3

21.1

30.8

2.8

13.4

0 5 10 15 20 25 30 35

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

不明

(％)
Ｎ=725
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(％)

Ｎ=725
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問３７ １日当たりの家事を何時間くらいしますか。（１週間の平均的な時間をお答えくださ

い。） 

 

（１）母親 

 

母親の１日当たりの家事の時間は、「4.0～5.9 時間」が最も多く、次が「2.0～3.9 時間」

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

 

父親の１日当たりの家事の時間は、「0.0～0.9 時間」(１時間未満)が最も多く、次が「1.0

～1.9 時間」である。 
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問３８ 配偶者との家事、育児分担に満足していますか。それぞれあてはまる答えの番号に１つ

だけ○をつけてください。 

 

配偶者との家事、育児分担の満足度をみると、母親は「あまり満足していない」と「不満

だ」を合わせると 37.2％が満足していないが、父親は満足していない人は 6.6％と少なく大

半の人が満足しており、男女で家事、育児分担の満足度に大きな差があることがわかる。 

 

（１）母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 
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(％)
Ｎ=725
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不満だ

わからない

不明

(％)
Ｎ=725
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問３９ あなたの家庭の生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生活時間」

の優先度についてお伺いします。それぞれについてあてはまる答えの番号に１つだけ○をつ

けてください。 

 

「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生活時間」の優先度をみると、「家事（育

児時間を優先）」する人は、現実と希望の両方で最も多い。また、「プライベート時間を優先」

は希望する人は 24.1％あるが、現実にできている人は 1.4％と大変少ない。 

 

 

（１）現実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.4

67.7

1.4

0.8

1.7

0 20 40 60 80

仕事時間を優先

家事（育児時間を優先）

プライベート時間を優先

その他

不明

(％)
Ｎ=725

7.3

60.1

24.1

4.4

4.0

0 20 40 60 80

仕事時間を優先

家事（育児時間を優先）

プライベート時間を優先

その他

不明

(％)
Ｎ=725
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問４０ あなたにとって、仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うことは何ですか。あては

まる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのは「子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもの面倒を見る人が

いないこと」であり、次が「子どもと接する時間が少ないこと」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４１ あなたの家庭では、仕事と生活の調和が図られていると感じますか。あてはまる答えの

番号に１つだけ○をつけてください。 

 

仕事と生活の調和については、調和が図られていると「感じる」人と「まあまあ感じる」

人を合わせて、48.3％の人が調和が図られていると感じている。 

 

 

 

60.3

39.9

33.8

27.4

21.4

18.9

9.7

4.7

2.9

4.1

7.3

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもの

面倒を見る人がいないこと

子どもと接する時間が少ないこと

残業や出張が入ること

職場に子育てを支援する制度がないこと（育児休業、子ど

もの看護休暇、短時間勤務等）

職場の理解や協力が得られないこと

配偶者の協力が得られないこと

子どもの面倒を見てくれる保育所や放課後児童クラブ等が

見つからないこと

家族や親族の理解が得られないこと

子どものほかに面倒を見なければならない人がいること

その他

不明

(％)

Ｎ=725

10.8

37.5

17.8

8.7

20.7

4.6

0 10 20 30 40

感じる

まあまあ感じる

あまり感じない

感じない

わからない

不明

(％)
Ｎ=725
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１６．育児休業制度の利用についてお伺いします。 

 

問４２ 封筒のあて名のお子さんについて、母親又は父親が育児休業制度を利用なさいましたか。

あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

育児休業制度の利用状況については、「利用しなかった」人が 79.3％、約８割である。利

用した人では、「母親が利用した」が 16.0％であり、「父親が利用した」人は 0.3％と非常に

少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４２－１及び問４２－２は、問４２で「１．」「２．」「３．」を選ばれた方にお伺いします。 

問４２－１ 育児休業から復帰なさったとき、お子さんの月齢は何ヶ月でしたか。枠内に、具体

的に数字でご記入ください。（お子さんが１歳以上の場合も月に換算してお答えください。） 

 

育児休業から仕事に復帰したときの子どもの年齢をたずねたところ、「10～14 ヶ月」と回

答した人が最も多く、次が「５～９ヶ月」である。 

 

 

 

 

 

16.0

0.3

0.1

79.3

4.3

0 20 40 60 80 100

母親が利用した

父親が利用した

母親と父親の両方が利用した

利用しなかった

不明

(％)
Ｎ=725

11.8

24.4

49.6

3.4

1.7

1.7

0.8

0.8

5.9

0 10 20 30 40 50 60

0～4ヶ月

5～9ヶ月

10～14ヶ月

15～19ヶ月

20～24ヶ月

25～29ヶ月

30～34ヶ月

35ヶ月以上

不明

(％)
Ｎ=119
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問４２－２ 育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できましたか。あてはまる答

えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

育児休業明けの保育サービスの利用については、「育児休業期間を調整せずにできた」と

回答した人は 39.5％であり、「利用できなかった」人は 15.1％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４２－３は、問４２－２で「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

  育児休業明けに希望する保育サービスが確実に利用できたとしたら、育児休業は実際に取得

した期間と変わりましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ、枠内に数字をご記

入ください。 

 

育児休業明けに希望する保育サービスを確実に利用できたとしたら、育児休業は実際取得

した期間と変わったかどうかをたずねたところ、「長くした」と回答した人が 52.9％で半数

以上であり、逆に「短くした」という人は 26.5％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

20.6

52.9

26.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60

変わらない

長くした

短くした

不明

(％)
Ｎ=34

39.5

28.6

15.1

10.1

6.7

0 10 20 30 40 50

育児休業期間を調整せずにできた

育児休業期間を調整したのでできた

できなかった

希望しなかった

不明

(％)
Ｎ=119
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   ■長くした                ■短くした 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４２－４は、問４２－２で「３．」を選ばれた方にお伺いします。 

問４２－４ どのように対応されましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてくださ

い。 

 

問４２－２で希望する保育サービスをすぐに利用できなかったと回答した人に、どのよう

な対応をしたかたずねたところ、「家族等にみてもらうことで対応した」が最も多く、次が

「仕事を辞めた」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.8

27.8

5.6

0.0

0.0

0.0

33.3

5.6

0 10 20 30 40

0～1ヶ月

2～3ヶ月

4～5ヶ月

6～7ヶ月

8～9ヶ月

10～11ヶ月

12ヶ月以上

不明

(％)
Ｎ=18

11.1

44.4

22.2

0.0

0.0

11.1

11.1

0.0

0 20 40 60

0～1ヶ月

2～3ヶ月

4～5ヶ月

6～7ヶ月

8～9ヶ月

10～11ヶ月

12ヶ月以上

不明

(％)
Ｎ=9

27.8

22.2

16.7

11.1

5.6

16.7

0 5 10 15 20 25 30

家族等にみてもらうことで対応した

仕事を辞めた

上記以外の保育サービスを利用した

希望とは違う認可保育所を利用した

事業所内の保育サービスを利用した

不明

(％)
Ｎ=18
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問４２－５は、問４２で「４．」を選ばれた母親にお伺いします。 

問４２－５ 育児休業を取得しなかった理由は何ですか。あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可） 

 

母親が育児休業を取得しなかった理由としては、「制度を利用する資格がなかった(無職

など)」が最も多く、次が「会社に育児休業制度がなかった」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４２－６は、問４２で「４．」を選ばれた父親にお伺いします。 

問４２－６ 育児休業を取得しなかった理由は何ですか。あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可） 

 

父親が育児休業を取得しなかった理由としては、多い順に「仕事が忙しかった」、「会社

に育児休業制度がなかった」、「取得しにくい雰囲気があった」などとなっている。 

 

38.3

13.6

7.8

6.6

3.8

3.7

3.1

2.4

1.4

0.7

11.7

23.3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

制度を利用する資格がなかった(無職など)

会社に育児休業制度がなかった

取得しにくい雰囲気があった

仕事に戻るのが難しそうだった

仕事が忙しかった

親族、知人に預けることができた

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所等に預けることができた

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

昇給・昇格等が遅れそうだった

その他

不明

(％)

Ｎ=575

24.0

21.6

19.3

14.1

4.9

4.3

2.6

1.9

0.5

0.2

15.3

30.8

0 5 10 15 20 25 30 35

仕事が忙しかった

会社に育児休業制度がなかった

取得しにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

親族、知人に預けることができた

昇給・昇格等が遅れそうだった

仕事に戻るのが難しそうだった

制度を利用する資格がなかった(無職など)

仕事に早く復帰したかった

保育所等に預けることができた

その他

不明

(％)

Ｎ=575
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問４３ あなたの勤務先にある育児休業以外の育児のための制度は何ですか。あてはまる答えの

番号に○をつけてください。あなたが勤務されていない場合は配偶者の勤務先の状況につい

てお答えください。（複数回答可） 

 

勤務先にある育児休業以外の育児のための制度についてたずねたところ、「育児に関する

制度はない」と回答した人が最も多かった。具体的な制度としては、「勤務時間を短くする

制度（１週間の出社日数を減らしたり、出社・退社時間を変更するなど、勤務時間を短くす

る制度）」が最も多く、次が「子どもの看護休暇制度（子どもが病気の際の休暇制度）」で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.4

12.4

8.6

7.6

7.4

6.2

2.5

2.3

1.8

1.5

0.8

21.0

1.2

33.4

13.1

0 5 10 15 20 25 30 35

勤務時間を短くする制度（１週間の出社日数を減らしたり、出社・退社時間を変

更するなど、勤務時間を短くする制度）

子どもの看護休暇制度（子どもが病気の際の休暇制度）

子どもの学校行事（入学式等）に参加するための休暇制度

フレックスタイム制（自分で出社・退社時間を決められる制度）

復職制度（妊娠、出産、育児等を理由に退職した人が復職できる制度）

残業（時間外勤務）をさせない制度

育児支援制度（会社がベビーシッター等の利用に補助を出す制度）

事業所が設置した託児施設

職場復帰プログラム（育児休業中にビジネススキルアップや勤務先の情報を

提供すること等で職場復帰を支援する制度）

在宅勤務制度（パソコンなどを活用して自宅で勤務（の一部）をする制度）

学期間労働制度（子どもの学校の休暇中は無給休暇をとることができる制度）

わからない

その他

育児に関する制度はない

不明

(％)
Ｎ=725
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問４３－１は、問４３で「１４．」以外を回答された方にお伺いします。 

問４３－１ あなた（またはあなたの配偶者）の勤務先の育児支援制度は、社員に広く周知され

ていますか。また、あなたの勤務先は制度を利用しやすい職場環境ですか。あなたは勤務先

の育児支援制度に満足していますか。それぞれあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけて

ください。 

 

（１）周知状況 

 

会社の育児支援制度の周知状況については、「わからない」を除くと、「概ね周知されてい

る」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用しやすさ 

 

制度の利用しやすさについては、「わからない」を除くと「スケジュール等を事前に調整

すれば利用できる」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.0

18.4

11.4

10.1

21.7

27.3

0 5 10 15 20 25 30

十分に周知されている

概ね周知されている

社内の詳しい人以外は知らない

ほとんど周知されていない

わからない

不明

(％)
Ｎ=483

18.8

16.1

9.1

8.5

20.1

27.3

0 5 10 15 20 25 30

スケジュール等を事前に調整すれば利用できる

ほとんど利用できるような職場環境ではない

育児に配慮・理解がある会社であり、気兼ねなく

利用できる

利用するにはかなり肩身の狭い思いをする

わからない

不明

(％)

Ｎ=483
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（３）満足度 

 

制度に対する満足度では、「わからない」を除くと「まあまあ満足している」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４４ あなた（またはあなたの配偶者）の勤務先で、労働時間の短縮、休暇の取得促進、育児

休業取得促進等が進むため、行政のどのような取組みが必要と思いますか。あてはまる答え

の番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのが「企業に対して職場環境の改善を働きかける」であり、次が「取り組もうと

する企業に対して支援する（財政的支援、アドバイザーによる人的支援等）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2

16.8

10.8

11.4

26.1

27.7

0 5 10 15 20 25 30

満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

不満だ

わからない

不明

(％)
Ｎ=483

41.8

34.2

19.3

12.8

4.1

24.0

14.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

企業に対して職場環境の改善を働きかける

取り組もうとする企業に対して支援する（財政的支援、

アドバイザーによる人的支援等）

取り組んでいる先進企業の事例を収集し提供する

企業や府民に啓発する

その他

わからない

不明

(％)

Ｎ=725
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１７．行政サービスへの要望についてお伺いします。 

 

問４５ 行政（市町村、府、国）に対して、子育てサービスの現状やあなたの子育て経験などか

ら、どのような支援策の充実を図って欲しいですか。あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可） 

 

最も多いのが「安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する」

であり、次に「子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡

充等）」「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する」と続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.0

61.4

53.5

47.7

42.8

42.5

41.0

39.9

29.9

23.4

22.9

22.9

19.4

16.7

10.5

9.2

9.1

1.0

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する

子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当、扶養控除の

拡充等）

親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづ

くりや、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

保育所や放課後児童クラブ等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

親子が安心して集まれる集いの場等の屋内の施設を整備する

幼稚園の保育サービス（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預かり

保育など）を充実する

子どもの安全を確保する対策を充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯや民営等による保育サービスの

支援を行う

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室

の開催回数の増加と内容の充実を図る

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の園庭開放を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

公営住宅の優先入居等、住宅面での配慮や支援に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育てサークル活動への支援を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

その他

特になし

不明

(％)
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Ⅱ 就学児童 

 

１．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についておたずねします。 

 

問１ 封筒のあて名のお子さんの生年月をお伺いします。 

 

対象児童の年齢階層別割合は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上い

らっしゃる場合、末子の年齢（平成２０年４月１日現在の年齢）を記入ください。 

 

あて名の子どもを含めた子どもの数は、「２人」が52.8％で最も多くなっている。２人以

上いる場合の末子の年齢については、「８～９歳」が最も多い。 

 

■子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.4

15.8

16.1

18.0

17.3

16.5

2.0

0 5 10 15 20

11歳

10歳

９歳

８歳

７歳

６歳

不明

(％)
Ｎ=716

21.6

52.8

20.3

3.8

0.8

0.7

0 10 20 30 40 50 60

1人

2人

3人

4人

5人以上

不明

(％)
Ｎ=716
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■末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３．希望するお子さんの数は何人ですか。 

 

希望する子どもの数としては、「２人」が最も多く、次が「３人」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.8

4.3

8.8

16.3

22.1

15.8

4.9

24.0

0 5 10 15 20 25 30

0～1歳

2～3歳

4～5歳

6～7歳

8～9歳

10～11歳

12歳以上

不明

(％)
Ｎ=716

0.3

9.1
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30.2

5.4

1.1

0.3

0.1

4.6

0 10 20 30 40 50 60

0人

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人以上

不明

(％)
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問４．希望するお子さんの数が現在のお子さんの数より多い方にお伺いします。現在の家庭・教

育環境等においても、もう一人子どもを生み育てたいと思いますか。あてはまる答えの番号

に１つだけ○をつけてください。 

 

「生み育てたいと思う」と回答した人が7.4％、「生み育てたいとは思わない」と回答した

人が22.1％であり、思わない人のほうが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４－１．どのような環境が整えばもう一人子どもを生み育てたいと思いますか。もっともあて

はまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

もう一人子どもを生み育てるための環境としては、「経済的な環境が整えば生み育てたい」

という人が、他の項目に比べて特に多く、家庭の経済状況が子どもの数を決める大きな要因

となっていることがわかる。 

 

 

7.4

22.1

70.5

0 20 40 60 80

生み育てたいと思う

生み育てたいとは思わない

不明

(％)
Ｎ=716

55.7

6.3

5.7

4.4

3.8

20.9

3.2

0 10 20 30 40 50 60

経済的な環境が整えば生み育てたい

保育環境が整えば生み育てたい

労働環境が整えば生み育てたい

家庭環境（家族の理解等）が整えば生み育てたい

教育環境が整えば生み育てたい

その他

不明

(％)

Ｎ=158
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問５ 封筒のあて名のお子さんとの同居・近居（概ね３０分以内程度に行き来できる範囲）の状

況についてお伺いします。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。あてはまる答えの番

号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

「父母同居」は79.2％であり、祖母近居や祖父近居も３割以上である。母同居または父同

居のひとり親家庭は合わせて約１割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可） 

 

日頃、子どもを預かってもらえる人がいるかどうかをたずねたところ、「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる」と回答した人は約半数である。一方、「い

ずれもない」と回答した人は13.3％であった。 

 

 

79.2

38.1

31.1

12.4

8.1

8.0

1.7

5.2

2.9

0 20 40 60 80 100

父母同居

祖母近居

祖父近居

祖母同居

母同居（ひとり親家庭）

祖父同居

父同居（ひとり親家庭）

その他

不明

(％)
Ｎ=716

51.0

27.1

26.5

4.3

13.3

1.5

0 10 20 30 40 50 60

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

預かってもらえる

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる

友人・知人がいる

日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる

いずれもない

不明

(％)

Ｎ=716
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問６－１は、問６で「１．」または「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問６－１ 祖父母に預かってもらっている状況についてお伺いします。あてはまる答えの番号に 

○をつけてください。（複数回答可） 

 

「祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない」という人が半数以上であるが、

「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」など預けにくさを感じてい

る人もある程度いることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－２は、問６で「３．」または「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

問６－２ 友人や知人に預かってもらっている状況についてお伺いします。あてはまる答えの番 

号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

「友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない」が最も多いが、「自分

たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」という人も 37.6％と比較的多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.5

21.6

17.2

15.3

4.8

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70

祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

祖父母の身体的負担が大きく心配である

祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

その他

不明

(％)
Ｎ=541

46.2

37.6

21.0

3.3

6.7

4.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

友人・知人に預かってもらうことについては、特に

問題はない

自分たち親の立場として、負担をかけていることが

心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく

心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

その他

不明

(％)

Ｎ=210



 95

問７ 封筒のあて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答え

の番号に１つだけ○をつけてください。続柄はあて名のお子さんから見た関係です。 

 

身の回りの世話をしている人は、「主に母親」と回答した人が圧倒的に多く93.6％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ お住まいの地域の小学校区に１つだけ○をつけてください。 

 

居住の小学校区については、「東羽衣小学校」が19.8％で最も多く、次いで「取石小学校」

(18.4％)、「高陽小学校」(14.8％)等の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.7

93.6

3.5

0.6

0.7

0 20 40 60 80 100

主に父親

主に母親

主に祖父母

その他

不明

(％)
Ｎ=716

19.8

18.4

14.8

14.0

12.7

9.8

9.5

1.0
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東羽衣小学校

取石小学校

高陽小学校

加茂小学校区

羽衣小学校

清高小学校

高石小学校区

不明

(％)
Ｎ=716
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２．封筒のあて名のお子さんの親御さんの就労状況についてお伺いします。 

 

問９ 現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。それぞれあてはまる答えの

番号に１つだけ○をつけてください。併せて、（  ）に数字の記入をお願いします。 

  ※帰宅時間が一定していない方は、主な帰宅時間を記入してください。 

 

（１）母親 

 

母親の就労状況をみると、「就労している（パートタイム、アルバイト等）」が最も多く

35.8％、次が「以前は就労していたが、現在は就労していない」（24.7％）である。 

「就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない）」と回答した人に１

週当たりの平均の就労時間をたずねたところ、40～50時間未満の人が最も多い。また、平均

的な出発時間は８～９時台、帰宅時間は18～19時台がそれぞれ最も多い。 

「就労している（パートタイム、アルバイト等）」と回答した人の１週当たりの就労時間

は、20～25時間未満が最も多い。また、出発時間は８～９時台が特に多いが、帰宅時間は人

によってさまざまである。 

フルタイムへの転換希望については、「希望はない」と回答した人が49.6％で最も多くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.8

24.7

21.1

15.1

0.3

3.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

就労している（パートタイム、アルバイト等）

以前は就労していたが、現在は就労していない

就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）

これまでに就労したことがない

就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）

不明

(％)
Ｎ=716
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■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

（平均就労時間：１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（出発時間）               （帰宅時間） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.0

2.0

4.6

21.2

51.7

5.3

2.0

1.3

6.0
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不明

(％)
Ｎ=151
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不明
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0.7
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2.6
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不明

(％)
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■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（土曜日勤務）            （日曜日、祝日勤務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等）（平均就労時間：１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（出発時間）              （帰宅時間） 

 

57.0

41.1

2.0

0 20 40 60

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=151

34.4

62.3

3.3

0 20 40 60 80

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=151

3.5

8.2
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16.8

28.9
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3.1
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不明

(％)

Ｎ=256

0.8

0.0

4.7
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不明

(％)
Ｎ=256
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16.0

11.7

12.9

13.7

19.5

9.0

3.1

1.6

1.6

0.0

1.2

2.3

5.5

0 5 10 15 20 25

11.0～11.9時

12.0～12.9時

13.0～13.9時

14.0～14.9時

15.0～15.9時

16.0～16.9時

17.0～17.9時

18.0～18.9時

19.0～19.9時
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24.0時以上

不明

(％)
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■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（土曜日勤務）            （日曜日、祝日勤務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等）（フルタイムへの転換希望） 
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ある

ない

不明

(％)
Ｎ=256
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不明

(％)
Ｎ=256
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不明

(％)
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（２）父親 

 

父親の就労状況をみると、「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」

人が84.1％で大半を占めている。 

「就労している（フルタイム：育休・介護休業中は含まない）」と回答した人に１週当た

りの平均の就労時間をたずねたところ、40～50時間未満が32.7％で最も多い。平均的な出発

差時間は、６～７時台が最も多く、帰宅時間は19時台及び20時台が最も多い。 

また、「就労している（パートタイム、アルバイト等）」と回答した人は３人であり、就労

時間等はグラフのとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

（平均就労時間：１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.7

3.0

0.0
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32.7
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(％)

Ｎ=602
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不明
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■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（出発時間）              （帰宅時間） 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中は含まない） 

 

（土曜日勤務）              （日曜日、祝日勤務） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等）（平均就労時間：１週当たり） 
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Ｎ=602
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ある

ない

不明
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不明
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■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（出発時間）               （帰宅時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等） 

 

（土曜日勤務）              （日曜日、祝日勤務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就労している（パートタイム、アルバイト等）（フルタイムへの転換希望） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.7

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0
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10.0～11.9時間
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Ｎ=3
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不明

(％)
Ｎ=3
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不明

(％)
Ｎ=3

0.0
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ない

希望はない

不明

(％)
Ｎ=3
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問９－１は、問９の「（１）母親」で「４．」または「５．」を選ばれた方にお伺いします。 

問９－１ 母親の就労希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

問９の（１）母親で「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで

に就労したことがない」と回答した人に今後の就労希望についてたずねたところ、「有（１

年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」と回答した人が44.6％で最も

多く、「有（すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある）」と合わせると74.8％が就労の希

望があることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－２及び問９－３は、問９－１で「１．」または「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問９－２ 就労希望の形態はどのようなものですか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ 

てください。（パート、アルバイトを希望の方は１週当たり日数及び１日当たり時間も記入 

してください。） 

 

希望する就労の形態については、「パートタイム、アルバイト等による就労」と回答した

人が90.6％で圧倒的に多い。 

「パートタイム、アルバイト等による就労」の１週当たりの希望日数は「３日」、１日当た

りの希望時間は「４～６時間未満」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.2

44.6

24.2

1.1

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

有（すぐにでも、もしくは１年以内に希望がある）

有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら

就労したい）

無

不明

(％)
Ｎ=285

5.6

90.6

3.8

0 20 40 60 80 100

フルタイムによる就労

パートタイム・アルバイト等による就労

不明

(％)
Ｎ=213
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■１週当たり希望日数           ■１日当たり希望時間 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－３ 就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっともあてはまる答え 

の番号に１つだけ○をつけてください。 

 

問９－１で「有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）」「有（１年より先で、子ど

もがある程度大きくなったら就労したい）」と回答した人に、現在働いていない理由をたず

ねたところ、「働きながら子育てできる適当な仕事がない」と回答した人が 50.7％で最も多

い。また「その他」の理由としては、「末子がまだ小さいため」「求職中」などが多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.0

72.5

10.9

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

1.6

0 20 40 60 80

2.0～3.9時間

4.0～5.9時間

6.0～7.9時間

8.0～9.9時間

10.0～11.9時間

12.0～13.9時間

14.0～15.9時間

16.0～17.9時間

18.0～19.9時間

20.0時間以上

不明

(％)

Ｎ=193

50.7

5.6

5.2

4.2

0.9

30.5

2.8

0 10 20 30 40 50 60

働きながら子育てできる適当な仕事がない

放課後児童クラブなどのサービスが利用できれば

就労したい

配偶者の育児・家事への協力が得られない

自分の知識、能力にあう仕事がない

働くことに家族や親族の理解が得られない

その他

不明

(％)

Ｎ=213

0.5

2.1

38.9

33.2

21.2

0

1.6

2.6

0 10 20 30 40 50

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明

(％)
Ｎ=193
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問９－４は、問９－１で「２．」を選ばれた方にお伺いします。  

問９－４ 封筒のあて名のお子さんも含めて一番小さい子が何歳になったときに就労を希望さ

れますか。 

 

問９－１で「有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」と回答

した人に一番小さい子が何歳になったときに就労を希望するかをたずねたところ、「10～11

歳」が最も多く、次が「12～13歳」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．放課後児童クラブの利用についてお伺いします。 

 

問１０ 封筒のあて名のお子さんについて、現在、放課後児童クラブを利用していますか。あて

はまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

【放課後児童クラブ（あおぞら児童会）…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就

労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下で、子ども（おおむね１０歳未満）の生活の場

を提供するものです。問１０－７の「放課後子ども教室（元気広場）」と連携して実施されている場

合があります。】 

 

放課後児童クラブの利用状況については、「利用している」人は12.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.9

7.9

18.9

7.9

25.2

23.6

3.9

2.4

6.3

0 5 10 15 20 25 30

2～3歳

4～5歳

6～7歳

8～9歳

10～11歳

12～13歳

14～15歳

16歳以上

不明

(％)
Ｎ=127

12.2

0.3

85.3

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

利用している

調整して利用できた（育児休業を切り上げるなど）

利用していない

不明

(％)
Ｎ=716
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問１０－１は、問１０で「１．」「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１０－１ 封筒のあて名のお子さんについて、放課後児童クラブの利用日数はどれくらいです

か。また、利用していらっしゃる理由について、それぞれあてはまる答えの番号に１つだけ

○をつけてください。 

 

問１０で放課後児童クラブを「利用している」と回答した人に１週当たりの利用日数をた

ずねたところ、「５日」が最も多く53.9％であった。 

１週間のうち土曜日にも利用している人は29.2％であり、利用している理由としては、

「現在就労している」が特に多い。 

 

■利用日数（週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■うち土曜日の利用 

 

 

 

 

 

 

 

■利用している理由 

 

 

 

 

 

 

3.4

1.1

14.6

13.5

53.9

12.4

1.1

0 10 20 30 40 50 60

1日

2日

3日

4日

5日

6日以上

不明

(％)
Ｎ=89

29.2

70.8

0.0

0 20 40 60 80

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=89

82.0

2.2

1.1

0.0

0.0

0.0

14.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

現在就労している

病気や障がいがある

就労予定がある／求職中である

家族・親族などを介護しなければならない

学生である

その他

不明

(％)
Ｎ=89
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問１０－２は、問１０－１で、土曜日について「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１０－２ 利用していない理由について、もっともあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。 

 

土曜日に利用していない理由としては、「土曜日は子どもの世話をする者がいるから」が

特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０－３は、問１０で、「１.」「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１０－３ 現在通っている放課後児童クラブにどのようなことを希望しますか。あてはまる答

えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

放課後児童クラブに対する希望では、「利用できる学年を延長する」が半数以上で最も多

く、次が「朝の利用時間を延長する」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.1

1.6

0.0

0.0

19.0

14.3

0 10 20 30 40 50 60 70

土曜日は子どもの世話をする者がいるから

利用料が別途かかるから

放課後児童クラブが開所していないから

放課後児童クラブの開所時間が短いから

その他

不明

(％)

Ｎ=63

62.9

31.5

28.1

21.3

16.9

15.7

2.2

22.5

5.6

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70

利用できる学年を延長する

朝の利用時間を延長する

夕方の利用時間を延長する

施設・設備を改善する

指導内容を工夫する

日曜日、祝日に開所する

土曜日に開所する

その他

特になし

不明

(％)

Ｎ=89
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問１０－４及び問１０－５は、問１０で、「３.」を選ばれた方にお伺いします。 

問１０―４ 利用していない理由について、もっともあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。 

 

問９で放課後児童クラブを「利用していない」と回答した人にその理由をたずねたところ、

「現在就労していないから」と回答した人が最も多く、次が「就労しているが、放課後の短

時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.5

10.6

7.4

2.8

0.8

0.5

0.5

0.3

0.2

0.0

28.0

5.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

現在就労していないから

就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも

大丈夫だと思うから

就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから

就労しているが、利用料がかかるから

就労しているが、他の施設に預けているから

就労しているが、近くに放課後児童クラブがないから

障がい児対応ができていないから

就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから

就労しているが、放課後児童クラブの開所時間が短いから

就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから

その他

不明

(％)
Ｎ=611
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問１０－５ 封筒のあて名のお子さんについて、今後、放課後児童クラブを利用したいとお考え

ですか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

問１０で放課後児童クラブを「利用していない」と回答した人に今後の利用希望をたずね

たところ、「利用したい」と回答した人は 8.2％と少なく、「今後も利用しない」と回答した

人が大半を占めた。 

利用したいと回答した人の１週当たりの希望日数は、「５日くらい」が最も多く、次が「２

日くらい」である。 

土曜日の利用希望については、「ある」と回答した人が 44.0％、日曜日・祝日の利用希望

については、「ある」と回答した人が 20.0％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１週当たり希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2

87.7

4.1

0 20 40 60 80 100

利用したい

今後も利用しない

不明

(％)
Ｎ=611

4.0

20.0

16.0

16.0

22.0

6.0

4.0

12.0

0 5 10 15 20 25

1日くらい

2日くらい

3日くらい

4日くらい

5日くらい

6日くらい

7日くらい

不明

(％)
Ｎ=50
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■うち土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

■うち日曜日・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０－６は、問１０－５で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１０－６ 今後放課後児童クラブを利用したい理由について、もっともあてはまる答えの番号

に１つだけ○をつけてください。 

 

問１０－５で今後放課後児童クラブを「利用したい」と回答した人にその理由をたずねた

ところ、「そのうち就労したいと考えている」が 42.0％で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.0

34.0

22.0

0 10 20 30 40 50

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=50

20.0

40.0

40.0

0 10 20 30 40 50

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=50

42.0

24.0

14.0

6.0

2.0

2.0

0.0

4.0

6.0

0 10 20 30 40 50

そのうち就労したいと考えている

現在就労している

就労していないが、子どもの教育などの

ために預けたい

家族・親族などを介護しなければならない

就労予定がある／求職中である

病気や障がいがある

学生である／就学したい

その他

不明

(％)

Ｎ=50
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すべての方にお伺いします。 

問１０－７ 地域によっては、放課後児童クラブと連携して行うサービスとして『放課後子ども

教室』がありますが、その利用意向はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつ

けてください。 

【放課後子ども教室（元気広場）…すべての子どもを対象として、安心・安全な子どもの居場所を提

供し、地域の方々の参画を得て、子どもたちとともに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との

交流活動等の取組をするものです。】 

 

放課後子ども教室の利用意向についてたずねたところ、「意向がある」と回答した人は

29.3％であった。 

「意向がある」と回答した人の１週当たりの希望日数は、「２日くらい」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１週当たりの希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3

40.6

23.7

6.3

0 10 20 30 40 50

意向がある

意向がない

対象のサービスがない

不明

(％)
Ｎ=716

21.4

30.5

21.9

5.2

13.3

4.3

3.3

0 10 20 30 40

1日くらい

2日くらい

3日くらい

4日くらい

5日くらい

6日くらい

不明

(％)
Ｎ=210
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問１０－８ 封筒のあて名のお子さんについてお伺いします。小学４年生以降の放課後の過ごし

方について、どのようなことを望みますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。

（複数回答可） 

 

あて名の子どもの小学４年生以降の放課後の過ごし方についてたずねたところ、「クラブ

活動など習い事をさせたい」と回答した人が48.3％で最も多い。 

また、「放課後児童クラブを利用したい」と回答した人に、小学何年生まで利用したいか

をたずねたところ、「６年生」が特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する学年 

 

 

 

48.3

24.6

23.2

16.8

8.0

5.3

0 10 20 30 40 50 60

クラブ活動など習い事をさせたい

利用を希望するサービスは特にない

放課後子ども教室を利用したい

放課後児童クラブを利用したい

その他

不明

(％)
Ｎ=716

0.8

0.0

15.8

5.0

71.7

6.7

0 20 40 60 80

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

不明

(％)
Ｎ=120
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４．封筒のあて名のお子さんの病児・病後児保育についてお伺いします。 

 

問１１ この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありま

すか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

この１年間に子どもが病気やケガで通常の保育サービスを利用できなかったことについ

ては、「あった」と回答した人が63.7％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１－１は、問１１で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１１－１ この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだり、放課後児童クラブなどの

預かりサービスが利用できなかった場合の対処方法とそれぞれの日数は概ね何日ですか。あ

てはまる答えの番号に○をつけ、それぞれの日数を記入してください。（半日程度について

も１日としてカウントしてください）（複数回答可） 

 

問１１で通常の保育サービスが利用できなかったことがあったと回答した人にその対処

方法をたずねたところ、「母親が休んだ」及び「就労していない保護者がみた」という人が

多い。また、休んだ日数等は「１～４日」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.7

35.5

0.8

0 20 40 60 80

あった

なかった

不明

(％)
Ｎ=716

42.1

41.9

16.0

14.7

5.3

0.2

0.2

0.0

3.5

1.1

0 10 20 30 40 50

母親が休んだ

就労していない保護者がみた

（同居者を含む）親族・知人に預けた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

父親が休んだ

病児・病後児の保育サービスを利用した

ベビーシッターなどを頼んだ

ファミリーサポートセンターにお願いした

その他

不明

(％)

Ｎ=456
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■父親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■母親が休んだ日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（同居者を含む）親族・知人に預けた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.5

8.3

4.2

0.0

25.0

0 20 40 60 80

1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=24

62.0

15.6

4.2

1.0

17.2

0 20 40 60 80

1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=192

60.3

12.3

1.4

2.7

23.3

0 20 40 60 80

1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=73
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■就労していない保護者に預けた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■病児・病後児の保育サービスを利用した日数  

回答者は１人で、日数は「5日～9日」であった。 

 

■ベビーシッターなどを頼んだ日数  

回答者は１人で、日数は「1日～4日」であった。 

 

■ファミリーサポートセンターにお願いした日数 

該当者はいなかった。 

 

■仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.9

15.7

5.2

0.0

26.2

0 10 20 30 40 50 60

1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=191

82.1

7.5

0.0

1.5

9.0

0 20 40 60 80 100

1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=67
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■その他の日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１－２は、問１１－１で「１．」「２．」「３．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１１－２ その際、できれば病児・病後児保育サービスなどを利用したいと思われた日数はど 

れくらいありますか。枠内に日数を記入してください。 

 

問１１－１で「父親が休んだ」「母親が休んだ」「（同居者を含む）親族・知人に預けた」

のいずれかを回答した人に、施設に預けたいと思った日数をたずねたところ、１～４日の人

が62.3％で最も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.8

18.8

6.3

0.0

6.3

0 20 40 60 80

1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=16

62.3

5.6

0.9

0.4

30.7

0 20 40 60 80

1日～4日

5日～10日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=231



 117

問１１－３は、問１１－２で「できれば病児・病後児保育サービスなどを利用したい」日数を１日以上と

記入された方にお伺いします。 

問１１－３ その際、病児・病後児保育サービスを利用されなかった理由はどのようなことです

か。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

病児・病後児保育サービスを利用しなかった理由としては、サービスを「知らない」とい

う人が最も多く、次が「身近にない」であり、認知度の向上等が課題と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.8

62.8

11.6

7.0

5.8

2.3

1.2

0 20 40 60 80

知らない

身近にない

料金が高い
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診断書の提出など手続が煩雑

その他

不明

(％)
Ｎ=86
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５．すべての方に、封筒のあて名のお子さんの一時預かりのことについてお伺いします。 

 

問１２ この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目

的、冠婚葬祭や子どもの親の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時

的に預けたことはありましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ、それぞれの日

数を記入してください。（半日程度についても１日としてカウントしてください） 

 

この１年間に私用等や就労のため子どもを家族以外の誰かに一時的に預けたことについ

ては、「ある」と回答した人が27.0％であった。 

預けた日数は、年間で「１～４日」が最も多い。 

理由別では、①私用、リフレッシュ目的、②冠婚葬祭、子どもの親の病気、③就労のいず

れも「１日～４日」が最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.0

71.6

1.4

0 20 40 60 80

ある

ない

不明

(％)
Ｎ=716

37.3
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14.0

14.0
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1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)

Ｎ=193
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①私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②冠婚葬祭、子どもの親の病気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③就労 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.5

6.7

11.4

2.1

52.3

0 10 20 30 40 50 60

1日～4日

5日～9日

10日～29日

30日以上

不明

(％)
Ｎ=193

25.4

3.1

1.0

0.0

70.5
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1日～4日
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30日以上

不明

(％)
Ｎ=193

17.6

1.6
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9.8

61.1
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30日以上

不明
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問１２－１ 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やし

たいと思いますか。希望がある方は枠内に数字をご記入ください。 

 

今後の利用希望及び利用増の希望をみると、月に「１日～４日くらい」という人が18.6％

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．すべての方に、封筒のあて名のお子さんの宿泊を伴う一時預かりのことについてお伺いしま

す。 

 

問１３ この１年間に、保護者の用事などにより、お子さんを泊まりがけで預けなければならな

いことはありましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

この１年間に、保護者の用事などにより、子どもを泊まりがけで預けなければならないこ

とが「あった」人は14.5％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.5

84.6

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

あった（預け先が見つからなかった場合を含む） 

なかった

不明

(％)
Ｎ=716

18.6

0.4

0.7

0.0

80.3

0 20 40 60 80 100

1日～4日くらい

5日～9日くらい

10日～29日くらい

30日くらい

不明

(％)
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問１３－１は、問１３で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１３－１ この１年間の対処方法とそれぞれの泊数は概ね何日ですか。あてはまる答えの番号

に○をつけ、それぞれの日数を記入してください。（複数回答可） 

 

この１年間に、保護者の用事などにより、子どもを泊まりがけで預けなければならないこ

とがあった人にその際の対処方法をたずねたところ、「（同居者を含む）親族・知人に預け

た」と回答した人が92.3％と大半を占めている。 

（同居者を含む）親族、知人に預けた泊数は、「１～４泊」が半数以上である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

■（同居者を含む）親族、知人に預けた泊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

92.3

6.7

2.9

1.0

1.0

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（同居者を含む）親族・知人に預けた

仕方なく子どもも同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

この１年間の対処方法とそれぞれの泊数は概ね何日ですか。あて

はまる答えの番号に○をつけ、それぞれの日数を記入してください。

（複数回答可）

その他

不明

(％)

Ｎ=104

61.5

13.5

14.6

1

9.4

0 20 40 60 80

1～4泊

5～9泊

10～29泊

30泊以上

不明

(％)
Ｎ=96
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■一時預かりサービスを利用した泊数  

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■仕方なく子どもも同行させた泊数 

 

 

 

 

   

 

 

 

 ■仕方なく子どもだけで留守番をさせた  

 

 

 

 

 

 

 

    

■その他の泊数  

 

 

100.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100 120

1～4泊

5～9泊

10～29泊

30泊以上

不明

(％)
Ｎ=1
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0

14.3

0

57.1
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1～4泊

5～9泊

10～29泊

30泊以上

不明

(％)
Ｎ=7
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0

0

0

66.7

0 20 40 60 80

1～4泊
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10～29泊

30泊以上

不明

(％)
Ｎ=3
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0.0
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30泊以上

不明

(％)
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問１３－２は、問１３－１で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１３－２ その場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。 

 

問１３－１で「（同居者を含む）親族・知人に預けた」と回答した人にその際の困難さを

たずねたところ、「特に困難ではない」と回答した人が60.4％と最も多いが、「非常に困難」

または「どちらかというと困難」と回答した人を合わせると38.6％が困難さを感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ベビーシッターの利用についてお伺いします。 

 

ベビーシッターを利用していらっしゃる方にお伺いします。 

問１４ どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号に○をつけてください。

（複数回答可） 

問１４－１ どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。 

 

ベビーシッターの利用目的については、利用者が少ないが、「子どもの病気・ケガ等の緊

急時に利用している」１人、「親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している」１人、

「その他」１人であった。利用頻度は、月に１回、４回、５回、１回あたり利用時間は２時

間２人、４時間１人、５時間１人、10時間１人であった。 

 

 

6.3

32.3

60.4

1.0

0 20 40 60 80

非常に困難

どちらかというと困難

特に困難ではない

不明

(％)
Ｎ=96
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すべての方にお伺いします。 

問１４－２ 今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やし

たいと思いますか。希望がある方は枠内に数字をご記入ください。 

 

現在、ベビーシッターを利用していない人の今後の利用希望については、「１～４日くら

い」という人が5.0％で、ほとんどの人が不明回答(無回答)であり、利用を希望している人

は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．すべての方に、ファミリーサポートセンターの利用についてお伺いします。 

 

問１５ ファミリーサポートセンターを利用していますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○

をつけてください。 

 

ファミリーサポートセンターを「利用している」人は0.4％（３人）と少なく、利用して

いない人がほとんどである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4

96.6

2.9

0 20 40 60 80 100 120

利用している

利用していない

不明

(％)
Ｎ=716

5.0

0.6

0.6

0.0

93.9

0 20 40 60 80 100

1～4日くらい

5～9日くらい

10～29日くらい

30日くらい

不明

(％)
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問１５－１～問１５－３は、問１５で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１５－１ どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる答えの番号に○をつけ

てください。（複数回答可） 

 

ファミリーサポートセンターを利用している人の目的は、「放課後児童クラブ等の利用で

足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）」などであった。 

 

 

問１５－２ どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。 

 

ファミリーサポートセンターを利用している人の利用頻度については、具体的な回答が得

られなかった。 

 

 

問１５－３ 利用日数・回数を増やしたいと思いますか。希望がある場合は枠内に数字をご記入

ください。 

 

ファミリーサポートセンターを利用している人の利用日数・回数の増加希望については、

具体的な回答が得られなかった。 
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問１５－４は、問１５で「２．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１５－４ 今は利用していないが、できれば利用したい方は、枠内に数字をご記入ください。 

 

問１５でファミリーサポートセンターを「利用していない」と回答した人に１月あたりの

希望日数をたずねると、「１～４日くらい」と回答した人が12.7％であった。１回当たりの

利用時間は「２～３時間くらい」が多い。 

 

■１月あたり利用日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１回あたり利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2
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0.9
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不明

(％)
Ｎ=692
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不明

(％)
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９．すべての方に子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。 

 

問１６ 下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、

利用したいと思いますか。サービスごとに、「１．はい」、「２．いいえ」のどちらかに○を

つけてください。 

 

子育て支援サービスの認知度については、「家庭教育に関する学級・講座」の認知度がや

や低い。 

サービスの利用経験では、「児童館・青少年会館（センター）」が最も多い。 

今後のサービスの利用希望についても、「児童館・青少年会館（センター）」が最も多い。 

 

Ａ．知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．これまでに利用したことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.0

46.5

47.8

63.1

47.1

45.5

6.8

6.4

6.7
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家庭教育に関する学級・講座
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児童館・青少年会館（センター）

はい いいえ 不明

Ｎ=716

5.7
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21.8

85.3

85.3

69.8

8.9
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Ｃ．今後利用したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．子どもの健康についてお伺いします。 

 

問１７ 封筒のあて名のお子さんについて、かかりつけの医師はいますか。あてはまる答えの番

号に１つだけ○をつけてください。 

 

かかりつけの医師については、「いる」と回答した人が 68.9％、およそ７割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.9

9.5

20.5

1.1
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いる

いない

どちらともいえない

不明

(％)
Ｎ=716
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49.4
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61.3

42.6

9.6
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家庭教育に関する学級・講座
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はい いいえ 不明
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問１８ お子さんがけがや急病のとき、誰に相談していますか。あてはまる答えの番号に○をつ

けてください。（複数回答可） 

 

子どもがけがや急病のときの相談相手としては、「家族」及び「医師」が多い。 

 

 
74.0

70.4

42.2

30.4

26.7

14.0

10.6

2.5

0.8

1.5

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

家族

医師

友人・知人

親類等

自ら家庭の医学書、インターネットを調べる

近隣の人等

消防署や小児救急電話相談

行政機関（市町村役場、保健所、保健センター

など）の相談窓口

相談相手がいない

その他

不明

(％)

Ｎ=716



 130

問１９ お子さんがけがや急病のとき、すぐ診てくれる医療機関が見つからず困ったことがあり

ますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

お子さんがけがや急病のときに医療機関が見つからず困ったことがあった人は 35.8％で

あり、就学前児童の結果とほぼ同じ割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９－１は、問１９で「１．」を選ばれた方にお伺いします。 

問１９－１ 困ったのはいつですか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答 

可） 

 

最も多いのが「休日（夜間）」であり、次が「平日（夜間）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.8

63.7

0.6
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困ったことがある

困ったことはない

不明

(％)
Ｎ=716

73.8
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休日（夜間）

平日（夜間）

休日（昼間）
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その他

不明
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１１．子どもの食生活についてお伺いします。 

 

問２０ 封筒のあて名のお子さんについて、それぞれあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。 

 

子どもの食生活については、朝ご飯を毎日食べる子どもは 91.8％、野菜が嫌いな子どもは

「どちらかと言えば嫌い」と「嫌い」を合わせると 34.6％である。野菜を食べる頻度は、１

日に「１～２回」が最も多い。 

１日１回は家族と一緒に食事をする人は、97.8％である。 

 

 

Ａ．朝ごはんを食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．野菜は好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.8
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0 20 40 60 80 100
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不明
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不明
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Ｃ．野菜は、朝食・昼食・夕食のうち１日何回食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．果物は食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．１日１回は家族と一緒に食事をしますか 

 

 

 

 

 

 

 

21.1

39.2

34.2
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0 10 20 30 40 50

毎日食べる

食べる日のほうが多い

食べない日のほうが多い
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不明

(％)
Ｎ=716
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不明
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問２０－１ 決まった時間に食事するなど、お子さんは、健康的な食習慣を身につけていると感

じますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

子どもが健康的な食習慣を身につけていると「感じる」人は 83.0％と多いが、「感じない」

と回答した人も 6.8％ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．子どもが心身とともに健やかに成長するための取組についてお伺いします。 

 

封筒のあて名のお子さんの日ごろの過ごし方についてお伺いします。 

問２１ 平日の放課後および休日の日常的なお子さんの過ごし方で一番多いものについて、時間

帯ごとに選択肢の中からあてはまる答えの番号をそれぞれ選んでご記入ください。 

 

■平日１４～１６時 

 

「学校にいる（授業、遊び）」が半数以上で特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平日１６～１８時 
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不明

(％)
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家でひとりで過ごす（勉強以外）

放課後子ども教室で過ごす

ベビーシッターなどと過ごす

児童館など公共の施設にいる

クラブ活動や地域活動（子ども会活動、スポーツ活動）

その他

不明

(％)

Ｎ=716
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■平日１６～１８時 

 

「家や公園などで友達と過ごす」が最も多く、次が「学習塾や習い事」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平日１８～２０時 

 

「保護者や祖父母等家族親族等（大人）と過ごす」が半数以上で特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.3

23.3

13.3

7.0

6.1

4.5

2.0

1.4

0.6

0.1

0.0

0.0

0.8

5.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40

家や公園などで友達と過ごす

学習塾や習い事

保護者や祖父母等家族親族等（大人）と過ごす

兄弟姉妹等家族親族等（子ども）と過ごす

家で勉強する

放課後児童クラブで過ごす

クラブ活動や地域活動（子ども会活動、スポーツ活動）

家でひとりで過ごす（勉強以外）

学校にいる（授業、遊び）

放課後子ども教室で過ごす

ベビーシッターなどと過ごす

児童館など公共の施設にいる

その他

不明

(％)

Ｎ=716

54.9

12.0

11.6

8.7

2.1

1.1

0.1

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

1.4

7.8

0 10 20 30 40 50 60

保護者や祖父母等家族親族等（大人）と過ごす

兄弟姉妹等家族親族等（子ども）と過ごす

学習塾や習い事

家で勉強する

クラブ活動や地域活動（子ども会活動、スポーツ活動）

家でひとりで過ごす（勉強以外）

学校にいる（授業、遊び）

ベビーシッターなどと過ごす

家や公園などで友達と過ごす

放課後児童クラブで過ごす

放課後子ども教室で過ごす

児童館など公共の施設にいる

その他

不明

(％)

Ｎ=716
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■平日２０時以降 

 

「保護者や祖父母等家族親族等（大人）と過ごす」が特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■休日 

 

「保護者や祖父母等家族親族等（大人）と過ごす」が半数以上で特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.3

12.4

4.5

2.0

1.4

0.3

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

保護者や祖父母等家族親族等（大人）と過ごす

兄弟姉妹等家族親族等（子ども）と過ごす

家で勉強する

学習塾や習い事

家でひとりで過ごす（勉強以外）

クラブ活動や地域活動（子ども会活動、スポーツ活動）

学校にいる（授業、遊び）

家や公園などで友達と過ごす

放課後児童クラブで過ごす

放課後子ども教室で過ごす

ベビーシッターなどと過ごす

児童館など公共の施設にいる

その他

不明

(％)

Ｎ=716

59.5

13.4

8.9

6.1

2.0

0.8

0.4

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

1.1

7.4

0 10 20 30 40 50 60 70

保護者や祖父母等家族親族等（大人）と過ごす

兄弟姉妹等家族親族等（子ども）と過ごす

クラブ活動や地域活動（子ども会活動、スポーツ活動）

家や公園などで友達と過ごす

学習塾や習い事

家で勉強する

家でひとりで過ごす（勉強以外）

学校にいる（授業、遊び）

児童館など公共の施設にいる

放課後児童クラブで過ごす

放課後子ども教室で過ごす

ベビーシッターなどと過ごす

その他

不明

(％)

Ｎ=716



 136

問２２ 公民館や青少年会館などの公共施設でどのような企画やサービスがあれば利用してみ

たいと思いますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

利用してみたいと思う公共施設での企画、サービスとしては、「気軽にスポーツを楽しめ

る」が最も多く、次が「工作などの楽しい講座がある」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

封筒のあて名のお子さんの地域における自然体験、社会参加、文化活動などへの参加状況についてお伺い

します。 

問２３ 地域の環境が、子どもにとって自然、社会、文化などの体験をしやすい環境であると考

えますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

「体験をしやすいとは思わない」という人が 41.8％と多く、「体験をしやすいと思う」人

は 13.3％である。 

 

 

61.2

48.7

44.0

41.5

35.8

28.4

16.6

10.5

4.5

1.8

4.9

0 10 20 30 40 50 60 70

気軽にスポーツを楽しめる

工作などの楽しい講座がある

遊具等を使って自由に遊べる

英会話やパソコンなど役に立つ講座がある

いろんな図書を自由に読むことができる

子どもの仲間づくりのためのサークルやクラブがある

自習ができるスペースがある

子ども自身の悩みなどを積極的に聞き相談に乗ってくれる

障がいなどで支援が必要な場合は職員やボランティアが

付き添ってくれる

その他

不明

(％)

Ｎ=716

13.3

41.8

26.8

17.0

1.1

0 10 20 30 40 50

体験をしやすいと思う

体験をしやすいとは思わない

どちらでもない

わからない

不明

(％)
Ｎ=716
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問２４ 参加したことがある地域における自然体験、社会参加、文化活動はどれですか。あては

まる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのが「地域に根ざした活動（お祭りや地域運動会等）」であり、次が「青少年団

体活動（こども会等）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２４－１は、問２４で「１３．」を選ばれた方にお伺いします。 

問２４－１ お子さんがこれまで参加していない理由は何ですか。あてはまる答えの番号に○を

つけてください。（複数回答可） 

 

参加していない理由としては、「知り合いなどがおらず参加しにくい」が最も多く、次が

「活動に関する情報がなく参加しにくい」である。 

 

 

 

 

49.9

31.4

28.2

20.3

11.0

3.9

3.1

2.9

2.0

0.8

0.3

1.1

27.7

1.1

0 10 20 30 40 50 60

地域に根ざした活動（お祭りや地域運動会等）

青少年団体活動（こども会等）

スポーツ活動

体験学習活動（ものづくり体験等）

野外活動（キャンプ等）

文化芸術活動

環境教育活動（自然観察等）

ボランティア活動

社会福祉活動（高齢者訪問等）

環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動等）

国際交流活動（ホームステイ等）

その他

参加したことがない

不明

(％)

Ｎ=716

39.5

37.4

27.7

26.2

25.1

12.3

11.8

0.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

知り合いなどがおらず参加しにくい

活動に関する情報がなく参加しにくい

初めての者が参加しにくい雰囲気がある

活動の内容に興味や関心がない

参加の時間帯が合わない

費用がかかる

その他

不明

(％)

Ｎ=195



 138

すべての方にお伺いします。 

問２４－２ お子さんが参加したことはないが、今後参加したいと思っている地域における自然

体験、社会参加、文化活動は何ですか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複

数回答可） 

 

最も多いのは「スポーツ活動」、次が「体験学習活動（ものづくり体験等）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２５ 身近な地域で、子ども同士が交流等を行うことのできる場ができた場合、どのようなも

のが望ましいですか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

最も多いのは「子どもが放課後などに集まって子ども同士で自主活動などができる場」で

あり、次が「子どもが土日に活動ができたり遊べたりできる場」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.2

33.1

27.0

20.3

18.6

17.7

14.2

13.4

10.9

8.1

6.8

2.1

13.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

スポーツ活動

体験学習活動（ものづくり体験等）

野外活動（キャンプ等）

環境教育活動（自然観察等）

国際交流活動（ホームステイ等）

ボランティア活動

地域に根ざした活動（お祭りや地域運動会等）

文化芸術活動

環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動等）

青少年団体活動（こども会等）

社会福祉活動（高齢者訪問等）

その他

不明

(％)

Ｎ=716

60.3

43.9

39.0

15.5

1.4

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70

子どもが放課後などに集まって子ども同士で自主活動

などができる場

子どもが土日に活動ができたり遊べたりできる場

子どもに遊びを教えたりしつけをしてくれる場

子ども自身が悩みを相談できる場

その他

不明

(％)

Ｎ=716
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問２６ あなたはお子さんが幼稚園や保育所から小学校に入学する際、小学校での生活などにつ

いてうまく過ごせるか不安がありましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてく

ださい。 

 

「体験入学または事前説明会はあったが少し不安はあった」という人が 44.7％で最も多く、

子どもが小学校に入学する際に、不安を感じていた保護者が半数近くあることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７ あなたのお子さんは学校に行くのが楽しそうですか。あてはまる答えの番号に１つだけ

○をつけてください。 

 

「すごく楽しそうである」と「楽しそうである」を合わせると、86.4％が楽しそうである

と回答している。 

 

 

44.7

23.2

14.9

5.4

4.6

5.3

1.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

体験入学または事前説明会はあったが少し不安はあった

体験入学または事前説明会があったため不安はなかった

体験入学や事前説明会以外に情報をとれる機会があった

ため不安はなかった

体験入学や事前説明会は必要なく不安はない

体験入学や事前説明会など情報をとれる機会がなかった

ため不安があった

その他

不明

(％)

Ｎ=716

38.8

47.6

9.4

2.2

0.6

0.7

0.7

0 10 20 30 40 50

すごく楽しそうである

楽しそうである

あまり楽しそうではないが登校が苦痛ではない

あまり楽しそうではないが友達や家族などの

働きかけにより通っている

あまり楽しそうではなく休みがちである

わからない

不明

(％)

Ｎ=716
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１３．子育てを支援する生活環境の整備についてお伺いします。 

 

問２８ お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。あてはまる答えの 

番号に１つだけ○をつけてください。 

 

地域における子どもの遊び場に関しては、「満足していない」という人が半数以上にのぼ

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９ お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。あてはまる答

えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることとしては、「雨の日に遊べる場所がない」

が最も多く、次が「思い切り遊ぶために十分な広さがない」である。 

 

 

12.2

61.3

23.6

2.4

0.6

0 20 40 60 80

満足している

満足していない

どちらとも思わない

わからない

不明

(％)
Ｎ=716

64.0

44.3

37.3

33.2

28.8

28.2

20.9

20.4

18.4

11.6

5.4

9.8

2.9

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない

近くに遊び場がない

遊び場周辺の道路が危険である

不衛生である

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊具などの設備が古くて危険である

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない

その他

特に感じることはない

不明

(％)

Ｎ=716
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１４．子どもの安全の確保についてお伺いします。 

 

子どもの安全を確保するための取組やサービスの認知度等についてお伺いします。 

問３０ 下記の取組やサービスを知っていたり、これまでに協力したことはありますか。また、

今後、協力したいと思いますか。サービスごとに、「１．はい」、「２．いいえ」のどちらか

に○をつけてください。 

 

子どもの安全を確保するための取組やサービスの認知度等については、「青色回転灯パト

ロール事業」の認知度が他と比べて低い。これまでに協力したことがある事業としては、「子

どもの安全見まもり隊事業」が半数以上で特に多い。今後協力したい事業では、「子どもの

安全見まもり隊事業」が最も多く、次が「 こども１１０番事業」である。 

 

 

 

Ａ．知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｂ．これまでに協力したことがある 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

34.5

93.7

84.6

70.1

61.2

3.9

12.2

26.4

4.3

3.5

3.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青色回転灯パトロール事業

子どもの安全見まもり隊事業

こども１１０番事業

小学校防犯システム事業

はい いいえ 不明

Ｎ=716

1.5

59.5

15.5

21.5

91.6

36.2

77.5

71.4

6.8

7.1

4.3

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青色回転灯パトロール事業

子どもの安全見まもり隊事業

こども１１０番事業

小学校防犯システム事業

はい いいえ 不明

Ｎ=716



 142

 

Ｃ．今後協力したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３１ お住まいの地域で、子どもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じますか。あ

てはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

増加していると「感じる」人は 55.7％と半数以上であり、多くの人が子どもが巻き込まれ

る事故や犯罪が増加していると感じていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.7

11.9

18.3

10.6

3.5

0 10 20 30 40 50 60

感じる

感じない

どちらでもない

わからない

不明

(％)
Ｎ=716

14.4

71.2

48.7

41.6

73.2

21.4

41.3

46.9

12.4

11.5

9.9

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青色回転灯パトロール事業

子どもの安全見まもり隊事業

こども１１０番事業

小学校防犯システム事業

はい いいえ 不明

Ｎ=716
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１５．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）についてお伺いします。 

 

問３２ 「仕事と生活の調和」、あるいは「ワーク・ライフ・バランス」という言葉について、

これまで知っていましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

「仕事と生活の調和」または「ワーク・ライフ・バランス」という言葉の認知度では、「知

らない」と回答した人が 62.3％であり、認知度が低いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３３ １日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。（１週間の平均的な時間

をお答えください。）また、その時間は十分だと思いますか。それぞれあてはまる答えの番

号に１つだけ○をつけてください。 

 

（１）母親 

 

母親が１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間は、「6.0～7.9 時間」が最も多く、次が「4.0

～5.9 時間」である。また、一緒に過ごす時間については「十分だと思う」人が 35.1％であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5

10.3

20.1

62.3

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70

言葉を知っており内容も詳しく知っている

言葉を知っており内容も少しは知っている

言葉を聞いたことはあるが内容はよく知らない

知らない

不明

(％)
Ｎ=716

0.7

8.8

27.5

28.8

8.1

4.6

1.4

2.8

2.2

1.3

1.4

0.1

0.3

12.0

0 10 20 30 40

0.0～1.9時間

2.0～3.9時間

4.0～5.9時間

6.0～7.9時間

8.0～9.9時間

10.0～11.9時間

12.0～13.9時間

14.0～15.9時間

16.0～17.9時間

18.0～19.9時間

20.0～21.9時間

22.0～23.9時間

24.0時間

不明

(％)

Ｎ=716
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（２）父親 

 

父親が１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間は、「2.0～3.9 時間」が最も多い。また、

一緒に過ごす時間については「不十分だと思う」人が 24.6％と最も多く、「あまり十分だと

思わない」人と合わせると 46.4％が不十分と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.1

33.4

14.7

8.0

1.3

7.7

0 10 20 30 40

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

不明

(％)
Ｎ=716

9.6

21.9

21.8

24.6

2.5

19.6

0 5 10 15 20 25 30

十分だと思う

まあまあ十分だと思う

あまり十分だと思わない

不十分だと思う

わからない

不明

(％)
Ｎ=716

14.5

32.8

14.1

4.2

2.2

3.5

1.0

2.5

0.3

0.0

2.7

0.1

0.3

21.8

0 10 20 30 40

0.0～1.9時間

2.0～3.9時間

4.0～5.9時間

6.0～7.9時間

8.0～9.9時間

10.0～11.9時間

12.0～13.9時間

14.0～15.9時間

16.0～17.9時間

18.0～19.9時間

20.0～21.9時間

22.0～23.9時間

24.0時間

不明

(％)

Ｎ=716
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問３４ １日当たりの家事を何時間くらいしますか。（１週間の平均的な時間をお答えくださ

い。） 

 

（１）母親 

 

母親の１日当たりの家事の時間は、「4.0～5.9 時間」が最も多く、次が「2.0～3.9 時間」

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

 

父親の１日当たりの家事の時間は、「0.0～1.9 時間」(２時間未満)が 74.4％と大半を占め

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.4

4.6

1.3

0.7

0.1

0.6

0.0

0.1

0.0

0.1

18.0

0 20 40 60 80

0.0～1.9時間

2.0～3.9時間

4.0～5.9時間

6.0～7.9時間

8.0～9.9時間

10.0～11.9時間

12.0～13.9時間

14.0～15.9時間

16.0～17.9時間

18.0時間以上

不明

(％)

Ｎ=716

2.7

29.2

32.3

14.5

6.0

2.8

1.5

1.7

0.7

0.7

1.3

6.7

0 10 20 30 40

0.0～1.9時間

2.0～3.9時間

4.0～5.9時間

6.0～7.9時間

8.0～9.9時間

10.0～11.9時間

12.0～13.9時間

14.0～15.9時間

16.0～17.9時間

18.0～19.9時間

20.0時間以上

不明

(％)

Ｎ=716
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問３５ 配偶者との家事、育児分担に満足していますか。それぞれあてはまる答えの番号に１つ

だけ○をつけてください。 

 

配偶者との家事、育児分担の満足度をみると、母親は「あまり満足していない」と「不満

だ」を合わせると 36.6％が満足していないが、父親は満足していない人は 3.5％と少なく、

男女で家事、育児分担の満足度に大きな差があることがわかる。 

 

（１）母親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.3

29.1

23.5

13.1

6.1

9.9

0 10 20 30 40

満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

不満だ

わからない

不明

(％)
Ｎ=716

33.9

27.7

3.1

0.4

15.8

19.1

0 10 20 30 40

満足している

まあまあ満足している

あまり満足していない

不満だ

わからない

不明

(％)
Ｎ=716
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問３６ あなたの家庭の生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生活時間」

の優先度についてお伺いします。それぞれについてあてはまる答えの番号に１つだけ○をつ

けてください。 

 

「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生活時間」の優先度をみると、「家事（育

児時間を優先）」は現実と希望の両方で最も多く、「プライベート時間を優先」は希望する人

は 24.3％あるが、現実にできている人は 1.7％と大変少なく、仕事を優先している人が多く

なっている。 

 

（１）現実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.1

58.0

1.7

0.8

4.5

0 10 20 30 40 50 60

仕事時間を優先

家事（育児時間を優先）

プライベート時間を優先

その他

不明

(％)
Ｎ=716

10.3

53.9

24.3

5.4

6.0

0 10 20 30 40 50 60

仕事時間を優先

家事（育児時間を優先）

プライベート時間を優先

その他

不明

(％)
Ｎ=716
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問３７ あなたにとって、仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うことは何ですか。あては

まる答えの番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うこととしては、「子どもや自分が病気やけが

をしたときに代わりに子どもの面倒を見る人がいないこと」が最も多く、次が「子どもと接

する時間が少ないこと」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.8

32.5

25.3

20.1

17.6

12.6

5.2

4.6

3.5

6.8

11.7

0 10 20 30 40 50 60

子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもの

面倒を見る人がいないこと

子どもと接する時間が少ないこと

残業や出張が入ること

配偶者の協力が得られないこと

職場に子育てを支援する制度がないこと（育児休業、子ども

の看護休暇、短時間勤務等）

職場の理解や協力が得られないこと

子どもの面倒を見てくれる保育所や放課後児童クラブ等が

見つからないこと

子どものほかに面倒を見なければならない人がいること

家族や親族の理解が得られないこと

その他

不明

(％)

Ｎ=716
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問３８ あなたの家庭では、仕事と生活の調和が図られていると感じますか。あてはまる答えの

番号に１つだけ○をつけてください。 

 

仕事と生活の調和については、調和が図られていると「感じる」人と「まあまあ感じる」

人を合わせて、53.5％の人が調和が図られていると感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３９ あなた（またはあなたの配偶者）の勤務先で、労働時間の短縮、休暇の取得促進、育児

休業取得促進等が進むため、行政のどのような取組みが必要と思いますか。あてはまる答え

の番号に○をつけてください。（複数回答可） 

 

「企業に対して職場環境の改善を働きかける」が最も多く、次が「取り組もうとする企業

に対して支援する（財政的支援、アドバイザーによる人的支援等）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9

41.6

18.3

9.9

12.7

5.6

0 10 20 30 40 50

感じる

まあまあ感じる

あまり感じない

感じない

わからない

不明

(％)
Ｎ=716

39.1

33.5

19.8

12.8

4.1

28.8

6.3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

企業に対して職場環境の改善を働きかける

取り組もうとする企業に対して支援する（財政的支援、

アドバイザーによる人的支援等）

取り組んでいる先進企業の事例を収集し提供する

企業や府民に啓発する

その他

わからない

不明

(％)

Ｎ=716
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１６．行政サービスへの要望についてお伺いします。 

 

問４０ 行政（市町村、府、国）に対して、子育てサービスの現状やあなたの子育て経験などか

ら、どのような支援策の充実を図って欲しいですか。あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。（複数回答可） 

 

「安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する」が最も多く、

次に「子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充等）」

「子どもの安全を確保する対策を充実する」と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.0

58.4

47.6

46.1

31.7

30.6

24.2

23.9

20.4

19.0

14.7

13.7

11.2

9.5

6.4

4.5

6.6

2.1

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する

子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当、扶養控除の

拡充等）

子どもの安全を確保する対策を充実する

親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる集いの場等の屋内の施設を整備する

保育所や放課後児童クラブ等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

幼稚園の保育サービス（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預かり

保育など）を充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯや民営等による保育サービスの

支援を行う

子育て支援に関する情報提供を充実する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづ
くりや、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

公営住宅の優先入居等、住宅面での配慮や支援に取り組む

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室

の開催回数の増加と内容の充実を図る

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の園庭開放を充実する

子育てサークル活動への支援を充実する

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

その他

特になし

不明

(％)


